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特 集 今、園芸が熱い！今、園芸が熱い！
26,000

6,000

(円) (kg)
95.0

50.0
H2 H28

販売価格

1人当たり年間消費量

こ
れ
か
ら
は
米
だ
け
で
な
く

園
芸
を
始
め
て
み
よ
う
か
な

私
も
そ
う
思
っ
て
い
た
の

米
の
価
格
も
消
費
量
も

年
々
下
が
っ
て
い
る
し
・・・

実
は
昨
日

農
高
の
同
級
生
と

バ
ッ
タ
リ
会
っ
た
ん
だ

俺
た
ち
と
同
じ
米
農
家

な
ん
だ
け
ど

数
年
前
か
ら
ハ
ウ
ス
で

野
菜
や
果
物
を

作
っ
て
い
て
さ

今
で
は
米
の
収
入
よ
り
も

多
い
そ
う
だ

何
か
ヒ
ン
ト
が

見
つ
か
る
か
も
・・・

す
ご
〜
い
！

明
日　

う
ら
ら
の
森
に
あ
る

ハ
ウ
ス
に
行
っ
て
み
な
い
か
？

そ
し
て
翌
日
―

２
人
は
う
ら
ら
の
森
農
園
ハ
ウ
ス
を

訪
ね
る
こ
と
に
し
た

稲田夫妻
代々続く専業の米農家

※農高…農業高校の略

市政情報をより分かりやすく伝えるため、今回の特集は漫画風の紙面構成としました。
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と
て
も
広
い
で
す
ね
！

今
年
度
は
収
穫
量
９
ト
ン

売
上
６
３
０
万
円
が

目
標
で
す

土
の
代
わ
り
に

ヤ
シ
ガ
ラ
を
細
か
く
し
た
栽
培
ベ
ッ
ド
に

チ
ュ
ー
ブ
で
培
養
液
を
与
え
て
い
ま
す

こ
の
広
さ
を
何
人
で
？

常
勤
職
員
2
人
と
臨
時
職
員
1
人

繁
忙
期
だ
け
パ
ー
ト
を

お
願
い
し
て
い
ま
す

あ
ま
り
見
な
い
大
き
さ
の

ト
マ
ト
で
す
ね

フ
ル
テ
ィ
カ
と
い
う

中
玉
の
品
種
で
す

糖
度
は
6
〜
7
度
で

優
し
い
甘
み
が
特
徴
で
す

食
べ
て
み
ま
す
か
？や

っ
た
〜
！

美
味
し
い
！

美
味
し
い
！

果
肉
は
柔
ら
か
い
の
に

弾
力
が
あ
る
！

ト
マ
ト
が
苦
手
な
人
で
も

食
べ
や
す
そ
う
だ
ね

へ～！へ～！

ど　
　　 ん と

て
も
広
い
で
す
ね
！

た
し
か
養
液
栽
培
っ
て

土
を
使
わ
な
い
栽
培
方
法

で
す
よ
ね
？

ハ
ウ
ス
の
規
模
は
幅
22
メ
ー
ト
ル

奥
行
き
54
メ
ー
ト
ル
で
面
積
は
12
ア
ー
ル

栽
培
方
法
は
循
環
型
の
養
液
栽
培
で
す

そ
う
！キラ

ー
ン

キ
ラ
ー
ン

つ
や
つ
や

つ
や
つ
や

栽培ベッド
（培地：ヤシガラ）

排水タンク
（地下埋設） ポンプ

養液タンク

養液調整機
（ＥＣ/ＰＨ）

液肥調整済

排液未調整

ポンプ

廃
液
を
集
め
て

濃
度
調
節
後
に
再
利
用
し
て
い
る
の
で

水
と
養
液
の
節
約
が
可
能
で
す

■循環型養液栽培のしくみ

職員
2人

臨時職員
1人

パート
※繁忙期のみ

収穫量 売上収入

Ｈ
29
（目標） 8.4トン 429万円
（実績） 3.9トン 217万円

Ｈ
30
（目標） 9.0トン 630万円

（7月末現在）5.5トン 277万円

特集　今、園芸が熱い！特集　今、園芸が熱い！

農林課　酒井係長
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こ
れ
は
何
で
す
か
？

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
能
の
操
作
を
行
う

装
置
で
す

外
に
あ
る
観
測
機
器
と

ハ
ウ
ス
内
の
温
度
セ
ン
サ
ー
で

自
動
管
理
し
て
い
ま
す

すご～い！

で
も
、
お
高
い
で
し
ょ
？

ひ
え
〜
無
理
〜

な
る
ほ
ど
…

他
の
農
家
さ
ん
は
初
期
投
資
に

ど
の
く
ら
い
使
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？

で
す
よ
ね

た
だ 

こ
の
施
設
は
住
宅
展
示
場
の

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
と
考
え
て
く
だ
さ
い

実
際
に
見
て
も
ら
っ
て

自
分
が
必
要
だ
と
思
っ
た
設
備
を

導
入
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す

2
〜
3
ア
ー
ル
規
模
の
ハ
ウ
ス
で

始
め
る
人
が
多
い
で
す
ね

ハ
ウ
ス
と
付
帯
設
備
を
合
わ
せ

３
０
０
万
円
く
ら
い
が
標
準
で
す

３
０
０
万
円
か
…

ま
だ
高
い
な
ぁ

※循環扇設備、ヒートポンプ、
　ＣＯ2局所施用設備など

300300万円万円
ハウス
200万円

＋
付帯設備※

100万円

＝ 300300万円万円

理
〜

気温・湿度・二酸化炭素
濃度などの情報

窓・カーテンの
開閉指示

高
温
や
雨
の
と
き
は

天
窓
や
カ
ー
テ
ン
等
が
自
動
で
開
閉
し
ま
す

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
れ
ば

ハ
ウ
ス
の
状
況
を
確
認
し
た
り

ス
マ
ホ
で
遠
隔
操
作
が
で
き
ま
す
！

農園ハウス

離れた場所でも操作可能！

ハ
ウ
ス
本
体
が
約
３
２
０
０
万
円

ハ
ウ
ス
内
の
備
品
類
が
約
１
８
０
０
万
円

計
５
千
万
円
で
す

特集　今、園芸が熱い！特集　今、園芸が熱い！
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本
当
で
す
か
!?

こ
れ
な
ら
な
ん
と
か

で
き
そ
う
！

　登場人物として協力してくれた二人は、平成 27 年
10 月～平成 30 年 9 月の 3 年間「地域おこし協力隊」
として活動。
　現在は笹神地区に移住し、枝豆とナスを中心に 20
種類以上の野菜を生産する専業農家です。上の野菜を生産する専業農家です。

奥寺 真也奥寺 真也さんさん　北海道札幌市出身　北海道札幌市出身
 　　弥生 　　弥生さんさん　東京都小平市出身　東京都小平市出身

特集　今、園芸が熱い！特集　今、園芸が熱い！

　

阿
賀
野
市
の
農
業
は
、
稲
作
中
心
の
経
営
が

大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
、
米

の
消
費
量
は
減
少
し
続
け
、
農
業
者
の
高
齢
化

も
進
ん
で
い
る
中
、
今
後
さ
ら
に
離
農
す
る
人

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
若
手
農
業
者
の
育

成
や
地
域
農
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、

従
来
の
稲
作
に
加
え
、
収
益
性
の
高
い
野
菜
・

果
樹
・
花
卉
な
ど
の
園
芸
作
物
を
導
入
す
る「
複

合
営
農
」
を
推
進
し
、
農
業
経
営
の
安
定
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
施
設
園
芸
の
モ
デ
ル
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
平
成
28
年
度
に
「
五
頭
山
麓
う
ら

ら
の
森
」
に
農
園
ハ
ウ
ス
を
建
設
。
施
設
園
芸

に
意
欲
的
な
農
業
者
が
生
産
技
術
等
を
研
修

す
る
場
、学
生
等
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

環
境
制
御
に
よ
る
ハ
ウ
ス
の
体
験
・
学
習
を
行

う
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

施
設
園
芸
が
初
め
て
の
人
で
も
取
り
組
め
る

実
証
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
た
め
、温
度
や
湿
度
、

二
酸
化
炭
素
濃
度
な
ど
の
数
値
と
ト
マ
ト
の
生

育
状
況
の
関
連
性
を
分
析
し
、
栽
培
技
術
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

運
営
を
始
め
て
1
年
半
で
す
が
、
今
年
度
7

月
末
時
点
の
収
穫
量
は
5
・
5
ト
ン
、
昨
年
度

の
年
間
収
穫
量
3
・
９
ト
ン
の
1
・
4
倍
と
な
っ

て
お
り
、
確
実
に
成
果
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
県
や
農
協
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
、
こ
れ
か
ら
施
設
園
芸
に
取
り
組
む
皆
さ
ん

の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
栽
培
技
術
の
指
導
や
園

芸
施
設
整
備
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
は
妻
、
長
男
と
3
人
で
農
業
を
経
営
し
て
い
ま

す
。
30
代
半
ば
ま
で
会
社
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た

が
、
預
か
る
田
ん
ぼ
が
次
第
に
増
え
、
7
㌶
に
な
っ
た

と
き
に
会
社
を
辞
め
て
専
業
農
家
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
か
ら
米
作
り
に
加
え
、
冬
期
間
に
水
稲
育
苗

ハ
ウ
ス
を
活
用
し
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
生
産
に
着
手
し

ま
し
た
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
暖
房
費
が
か
か
ら
ず
、
1

年
に
複
数
回
収
穫
で
き
る
の
で
、
水
稲
の
専
業
農
家
が

園
芸
を
始
め
る
の
に
適
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

7
年
前
に
5
㌃
ハ
ウ
ス
2
棟
を
新
設
し
、
イ
チ
ゴ
の

生
産
も
行
っ
て
い
ま
す
。
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
他

の
品
種
と
比
べ
単
価
が
高
く
、
面
積
当
た
り
の
生
産
額

は
米
の
20
〜
30
倍
で
す
。
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
県
の
技

術
指
導
も
充
実
し
て
い
る
た
め
、
早
い
段
階
で
収
量
を

安
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
々
の
成
長
が
分
か
り
、
や
り
が
い
が
感
じ
ら
れ
る

の
も
園
芸
の
良
さ
で
す
。
数
日
で
葉
っ
ぱ
が
1
枚
出
て

い
た
り
、
花
が
咲
い
て
い
た
り
と
見
た
目
が
ま
っ
た
く

違
う
の
で
、
毎
日
見
て
い
て
も
飽
き
ま
せ
ん
。

　

イ
チ
ゴ
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
新
た
に
農
業
を
始
め
る

人
や
小
規
模
農
家
の
人
に
は
園
芸
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

今
は
、
種
を
買
え
ば
、
蒔
く
時
期
や
そ
の
後
の
育
て

方
が
す
べ
て
書
い
て
あ
り
、
後
は
そ
の
通
り
に
や
る

だ
け
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
れ
ば
、
大
体
の

こ
と
は
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
分
か
ら
な
い
こ
と
や

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
農
協
な
ど
に
相
談
し
て
対
処

方
法
を
聞
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
金
銭
面
で
の
支
援
も

整
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
園
芸
を
始
め
る
ハ
ー
ド
ル
は

低
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　
「
農
業
は
何
か
こ
だ
わ
り
が
な
い
と
難
し
い
」
と
考

え
て
い
る
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私

自
身
は
農
業
へ
の
こ
だ
わ
り
が
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
変

に
こ
だ
わ
り
を
持
つ
と
、
人
の
意
見
を
受
け
入
れ
ず
、

は
ね
の
け
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
そ
れ
よ
り
も
人
が
勧

め
て
く
れ
た
こ
と
、
教
え
て
く
れ
た
こ
と
を
ま
ず
試
し

て
み
る
、
そ
し
て
良

い
と
思
っ
た
も
の

は
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
、
経
験
を
積

む
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
終
的
に
食
べ

て
く
れ
た
人
が
「
お

い
し
い
」
と
言
っ
て

く
れ
れ
ば
、
そ
れ
で

い
い
の
で
す
か
ら
。

い
い
も
の
を
作
る
の
に

こ
だ
わ
り
は
な
く
て
い
い  本間いちご農園　代表

 本 間  正 樹 さん
（ 阿賀野市飯山新在住　50歳 ）
江戸時代から続く農家の 9 代目
7 年前からイチゴの生産に着手

■この記事に関する問い合わせは、うららの森農園（村杉）へ　☎ 66‐2525

稲作中心から園芸を取り入れた複合営農へ

イチゴの葉かき作業イチゴの葉かき作業

    ◎支援事業の活用例【個人農家の場合】◎支援事業の活用例【個人農家の場合】
阿賀野市施設園芸生産拡大事業（平成 30年度～平成 32年度）
　新潟県農林水産業総合振興事業（園芸生産促進）※ を活用した農協、民間リース会社等
から、園芸用パイプハウスや機械・付帯設備を借り受ける場合の費用を補助します。
　【補助割合】リース料または利用料の 1/2 以内 　【補助期間】5 年間
※新潟県農林水産業総合振興事業（園芸生産促進）
　農協や民間リース会社等が園芸用パイプハウスや機械・付帯設備を認定農業者等に貸し
付ける場合の費用を補助します。
　【補助割合】施設（パイプハウス）：4.5/10 以内　機械・付帯設備：3/10 以内

市
場
出
荷
の
価
格
が
著
し
く
下
が
っ
た
と
き

補
給
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す

来
年
1
月
か
ら
は

平
均
収
入
の
約
8
割
が
補
て
ん
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　

も
始
ま
り
ま
す

ご
安
心
く
だ
さ
い
！

市
と
県
の
支
援
事
業
を
利
用
す
れ
ば

半
分
程
度
の
負
担
で
取
り
組
め
ま
す

「
収
入
保
険
制
度
」

県補助後のリース料対象額：110万円 ＋ 70 万円 ＝ 180 万円

施設：110施設：110万円 ÷万円 ÷1010年 → 年間年 → 年間1111万円万円
機械・付帯設備：70機械・付帯設備：70万円÷万円÷77年 →年間年 →年間1010万円万円

市補助金：21万円 × 5 年 × 1/2 ＝ 52 万 5千円

農林課　鈴木主事

90万円

4.5/10 3/10

30万円110万円 70万円

施設施設
200200 万円万円

機械・付帯設備機械・付帯設備
100100 万円万円

リース期間は、施設10年、機械・付帯設備7年なので、

市補助金は、補助期間が5年間なので、

市補助後のリース料：180万円 － 52万5千円 ＝ 127万5千円 

リース料対象額リース料対象額
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　市では、実質的な赤字や将来負担などを表す指
標（健全化判断比率 ①～④）と、公営企業ごとの
資金不足額を表す指標（資金不足比率 ⑤）を議会

に報告し公表しています。
　平成 29 年度決算に基づく各比率は、下表のと
おりで、いずれも健全な指標です。

●●● 健全化判断比率と資金 ●●●

比率名 左の内容説明 市の指標 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 赤字額が標準財政規模に占める比率 赤字なし 12.96% 20%

②連結実質赤字比率 全ての会計を合算した赤字額が標準財政規模に占める比率 赤字なし 17.96% 30%

③実質公債費比率
公営企業、一部事務組合などを含めた
実質的な借入金の元利償還金が標準
財政規模に占める比率

12.4% 25% 35%

④将来負担比率 公営企業、出資法人などを含めた実質
的負債が標準財政規模に占める比率 154.1% 350% ―

⑤資金不足比率 公営企業の資金不足の状況を事業の
規模と比較した比率 資金不足なし 経営健全化基準

20%

※ 各比率が早期健全化基準や財政再生基準、経営健全化基準を上回った場合、外部監査の実施や財政健
全化計画、財政再生計画の策定を行い、財政の健全化に取り組むこととなります。

会計名 歳入 歳出
国民健康保険特別会計 50億3,712万円 49億6,924万円
後期高齢者医療特別会計 8億0,774万円 8億0,020万円
介護保険特別会計 51億0,176万円 48億1,115万円
公共下水道事業特別会計 26億5,633万円 26億3,748万円
集落排水事業特別会計 2億7,142万円 2億6,873万円
押切外四ヶ大字財産区特別会計 702万円 469万円
少年自然の家特別会計 3,317万円 3,193万円
工業団地造成事業特別会計 1億2,364万円 1億2,364万円

　特別会計とは、特定の事業を行うために一般会計と
お金の管理を別にしている会計です。

水道事業会計
収益的収入 12億6,279万円 収益的支出 11億3,111万円
資本的収入 3億2,893万円 資本的支出 9億0,056万円

病院事業会計
収益的収入 7億0,249万円 収益的支出 11億3,862万円
資本的収入 2億7,191万円 資本的支出 4億9,935万円
※収益的収支は消費税抜き、資本的収支は消費税込み
で表示しています。

●●● 市債（借入金）と基金（貯金）の残高 ●●●

　市議会 9月定例会で平成 29 年度
の決算が認定されました。
　皆さんから納めていただいた税
金や国や県からの交付金などがど
のように使われたかを報告します。

平成29年度   
決 算 報 告

●●● 一般会計 ●●●
　一般会計とは、教育、福祉、道路・
公園の整備など、市の基本サービスを
行うための会計です。
　平成 29 年度の一般会計決算額は、
歳入で 225 億 2,898 万円（前年度比 3
億 1,183 万円、1.4％増）、歳出で 213
億 2,829 万円（前年度比 3,338 万円、
0.2％増）となっています。
　歳入では、市税の増収、市債の増額
に伴い、全体でも増加となりました。
　歳出では、土木費や安田学校給食セ
ンター移転改築事業による教育費の増
加の一方、天朝山公園再生整備事業が
完了した商工費の減少などにより、全
体で微増となりました。

●●● 特別会計 ●●●

問い合わせ

一般会計・特別会計の決算状況、財政の健全化比率について
　企画財政課 財政係　☎ 62-2510（内線 2251）

水道事業会計の決算状況について　上下水道局 庶務係　☎ 62-2159（内線 211）
病院事業会計の決算状況について　地域医療推進課 地域医療推進係　☎62-2510（内線2264）

●●● 公有財産 ●●● 区分 土地 建物 現金等

公用財産（本庁舎等） 8万5,890㎡ 2万7,630㎡ ー

公
共
用
財
産

学校 30万7,904㎡ 8万2,009㎡ ー

公営住宅 1万5,704㎡ 3,962㎡ ー

公園 56万1,689㎡ 1,097㎡ ー

その他の施設 52万2,686㎡ 7万5,966㎡ ー

山林 19万2,217㎡ ー

その他の土地・建物 33万2,662㎡ 9,386㎡ ー

有価証券 ー ー 350万円
出資による権利 ー ー 2,057万円

合　計 201万8,752㎡ 20万0,050㎡ 2,407万円

　不動産、有価証券、出資による
権利など、地方自治法 238 条に規
定される公有財産の平成 29 年度
末現在の面積や金額は、右表のと
おりです。
※ 「公共用財産」には、道路・水路・

橋は含まれていません。

　平成 29 年度末の市債残高は、前年度比で 7 億
3,548 万円減少し、基金残高は、4,515 万円増加
しました。
　主な要因は、市債では計画的な借入れと返済を

行っており、基金では公共施設の整備基金などに
積み立てした一方で、あがの市民病院の医療情報
システム更新のために病院整備基金を取り崩した
ことなどによるものです。

会計名 平成29年度末残高 前年度比
一般会計 237億1,928万円 △ 1.4%
特別会計 183億3,207万円 △ 0.9%
企業会計 111億8,153万円 △ 2.0%
合　計 532億3,288万円 △ 1.4%

■市債残高
会計名 平成29年度末残高 前年度比
一般会計 67億2,020万円 △ 1.0%
特別会計 4億6,354万円 33.5%
合　計 71億8,374万円 0.6%

■基金残高

歳出

民生費民生費
63.163.1億円億円

土木費土木費
28.628.6億円億円

教育費教育費
28.428.4億円億円

公債費公債費
23.623.6億円億円

衛生費衛生費
21.421.4億円億円

総務費総務費
18.118.1億円億円

農林水産業費農林水産業費
10.610.6億円億円

消防費消防費
8.78.7億円億円

商工費商工費
6.76.7億円億円

議会費議会費
1.71.7億円億円

労働費労働費
0.20.2億円億円

その他その他
2.22.2億円億円

市税市税
45.945.9億円億円

自主財源
32.4%

依存財源
67.6%

繰入金繰入金
9.99.9億円億円

繰越金繰越金
9.29.2億円億円

地方交付税地方交付税
76.176.1億円億円

使用料・使用料・
手数料手数料
1.21.2億円億円

諸収入諸収入
5.55.5億円億円

分担金・負担金・分担金・負担金・
寄附金寄附金
1.11.1億円億円

歳入
国庫支出金国庫支出金
29.029.0億円億円

市債市債
18.118.1億円億円

県支出金県支出金
18.018.0億円億円

地方消費税交付金地方消費税交付金
7.37.3億円億円

地方譲与税地方譲与税
2.22.2億円億円 その他その他

1.51.5億円億円

●●● 企業会計 ●●●

市民 1人当たり
の市税 107,000 円

※ 市民 1人当たりの金額は、平成 30 年 3 月末
現在の人口 42,897 人で計算

歳入 225億 2,898万円

歳出 213億 2,829万円
市民 1人当たり
の一般会計 497,198円

財産収入財産収入
0.30.3億円億円

　企業会計とは、公共の利益を目的として市が経
営する企業の会計です。
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阿賀野市まちづくり報告書阿賀野市まちづくり報告書
～阿賀野市総合計画の進捗状況～～阿賀野市総合計画の進捗状況～

　市では、「元気で明るく活力のある魅力的なま
ち」の実現に向け、行政運営を進めています。
　平成 29 年度における総合計画の進み具合や事

業成果の概要をまちづくり報告書として公表しま
す。※詳しくは市ホームページに掲載しています。

阿賀野市総合計画とは阿賀野市総合計画とは

　総合計画とは、より良い地域づくりのために行うべき
政策や施策を体系化した市の最上位計画です。

■この記事に関する問い合わせは、企画財政課 企画係へ　☎ 62-2510（内線 2243）

施策・基本事業の動向施策・基本事業の動向
　施策別では約 27%（14 指標）、基本事業別では約
43%（108 指標）の成果指標について、順調に成果
が上がっています。

上のグラフは、平成 29 年度成果指標を前年度と
比較し、動向をまとめたものです。
※ 1 つの施策・基本事業に複数の指標があるため、
施策・基本事業の数と指標の数は一致しません。

主な事務事業主な事務事業

【施策別】 【基本事業別】

向上 横ばい 低下 比較不可

政策（7）政策（7）

施策（28）施策（28）
政策実現のための手段政策実現のための手段

基本事業（115）基本事業（115）
施策実現のための手段施策実現のための手段

事務事業事務事業
基本事業の目的を実現するための手段基本事業の目的を実現するための手段

■総合計画の体系図

まちづくり報告書（施策・基本事業評価）
　施策・基本事業の目標達成状況を成果指標で把
　握し、その原因を分析・評価して今後の方向性
　をまとめたものです。

瓢湖憩の家リニューアル事業
（6,464 万円）

瓢湖憩の家で多くの
コミュニティ活動
を行ってもらえるよ
う、改修工事を行い
ました。

天朝山公園再生整備事業
（3,100 万円）

多くの人が天朝山公
園を安全で快適に利
用できるよう、遊具・
ベンチ等の設置や広
場の芝張りを行いま
した。

公衆無線 LAN（Wi‐Fi）整備事業
（398 万円）

災害時の通信手段確
保のため、水原総合
体育館と市役所に無
線 LAN 設備を整備
しました。

政
策
1
安心・安全な
暮らしの実現

政
策
2
子どもの育成
支援の充実

政
策
3
高齢者や障がい
者福祉の充実

政
策
4

地域経済の
活性化

政
策
5
生活に密着した住
環境整備の促進

政
策
6

市民協働の
推進

政
策
7

信頼される
行政経営

全政策合計

44 55 33 2121 3333 99

11

11 11 66

33

11 33 22 1414

33 66 11

22 55 22

22 22

1414 2222 1616

1717 44 1515 33

77 77 44

77 33

1919 99 1010 33

1313 1818 33
11

1717 44 4422

108108 8282 4646

1212

27％ 43％

上位への貢献

阿賀野市人事行政運営等の状況阿賀野市人事行政運営等の状況

2 職員の人件費等の状況
（1）人件費（平成 29 年度普通会計決算）

  歳出額　Ａ  人件費　Ｂ  人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）平成28 
年度の人件費率

213億2,952万円 33億9,673万円 15.9% 16.0%

（2）職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額
　　（平成30 年4月1日現在）

職種 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 44.1 歳 315,358 円 358,002 円
技能労務職 53.1 歳 306,380 円 328,791 円

消防職 36.6 歳 292,240 円 328,517 円
　※ 「給料」とは職員の基本給、「給与」とは給料と扶養手当など

各種手当の合計です。

（3）職員の初任給
　　（平成30 年4月1日現在）

区分 初任給

一般行政職
大学卒 179,200 円
高校卒 147,100 円

消防職
大学卒 208,000 円
高校卒 166,000 円

（1）分限処分
処分事由 降任 休職

心身の故障 1 人 延べ 18 人

（2）懲戒処分
　　なし

4 職員の分限・懲戒処分の状況

　（平成30 年4月1日現在）
職員数 469 人（男 289 人、女 180 人）

1 職員数の状況

※ 詳しくは市ホームページ（「人事」
で検索）をご覧ください。

（4）主な職員手当

手当名 内容・支給単価 国の制度
との異同

扶養手当 ■配偶者：月額 10,000 円　　　　　　　■子：月額 8,000 円～ 15,000 円
■父母：月額 6,500 円～ 9,000 円 異

住居手当 ■ 借家：月額 12,000 円以上の家賃を支払っている職員に対し、家賃に応じて最高月額
27,000 円まで支給 同

通勤手当
■ 交通機関（電車・バス）利用者：負担している運賃の額に応じて最高月額55,000円まで支給
■ 自家用車等利用者：片道の使用距離に応じて月額 2,000 円（2km 以上～5km 未満）

から 31,600 円（60km 以上）まで支給
同

期末勤勉
手当

■支給割合　※（　）は再任用職員の割合
　・期末手当　2.60 月分（1.45 月分）　　・勤勉手当　1.80 月分（0.85 月分）
　　その他の加算措置　職制上の段階、職務の級による加算　5 ～ 15％

異

退職手当

■一般職　　 　　 　　  自己都合　　　  勧奨・定年　 　　　  　
　・勤続 20 年　　　　20.445 月分 　　25.55625 月分
　・勤続 25 年　　　　29.145 月分　　 34.58250 月分
　・勤続 35 年　　　　41.325 月分　　 49.59000 月分
　・最高限度額　　　   49.590 月分　　 49.59000 月分
　　その他の加算措置　定年前早期加算　2 ～ 20％

異

3 特別職の報酬等の状況
区分 市長 副市長 教育長 議長 副議長 議員

給料・報酬月額 829,000 円 635,000 円 560,000 円 361,600 円 294,800 円 271,300 円
期末手当 3.30 月分

退職手当
■特別職
　・市　長　829,000 円×在職月数× 44％　　・副市長　635,000 円 × 在職月数 ×26％
　・教育長　560,000 円×在職月数× 20％

■この記事に関する問い合わせは、総務課 人事係へ　☎ 62-2510（内線 2271）

阿賀野市　人事

ホームページを閲覧できない場合は
郵送しますので、問い合わせください。
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児
童
虐
待
は
左
表
の
と
お
り

4
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
幼
少

期
の
虐
待
は
、
成
長
の
妨
げ
に
な

る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
心
に

大
き
な
傷
を
つ
く
り
、
そ
の
後
の

人
生
に
も
影
響
を
与
え
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、

「
し
つ
け
の
つ
も
り
だ
っ
た
」
な

ど
と
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
我
が
子
の
た
め
を
思
っ
て

行
う
し
つ
け
や
教
育
で
あ
っ
て

も
、
子
ど
も
が
耐
え
難
い
苦
痛
を

感
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
虐

待
と
考
え
る
べ
き
で
す
。

　

虐
待
と
い
う
と
、
叩
い
た
り
、

殴
っ
た
り
な
ど
の
「
身
体
的
虐

待
」
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
児
童
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ

る
虐
待
の
相
談
件
数
を
見
る
と
、

「
心
理
的
虐
待
」
が
最
も
多
く
、

半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

心
理
的
虐
待
と
は
、
大
声
や
脅

し
な
ど
で
恐
怖
に
陥
れ
る
、
無
視

す
る
な
ど
の
ほ
か
、
著
し
い
兄
弟

間
差
別
や
自
尊
心
を
傷
つ
け
る

言
葉
を
繰
り
返
し
言
う
こ
と
、
子

ど
も
の
い
る
前
で
家
族
間
の
口

論
が
日
常
的
に
交
わ
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

落
ち
着
き
が
な
い
、
乱
暴
な
行

動
を
取
る
な
ど
、
子
ど
も
が
出
す

何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
か

ず
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
と
き

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
泣
い
た
り

叫
ん
だ
り
し
て
い
る
子
ど
も
に

対
し
、
イ
ラ
イ
ラ
を
感
じ
て
し
ま

う
の
は
普
通
の
こ
と
で
す
。「
ダ

メ
な
親
だ
」
と
自
分
を
責
め
な
い

で
く
だ
さ
い
。
子
育
て
は
つ
ら
い

と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
楽
し
い
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
不
安

を
取
り
除
き
、
子
ど
も
と
今
し
か

で
き
な
い
こ
と
を
楽
し
め
る
と

い
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
は
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
、
気
軽
に
相
談

で
き
る
人
や
場
所
を
持
つ
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

勇
気
を
出
し
て
誰
か
に
助
け

を
求
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

虐
待
は
他
人
事
？

みんなで考えよう児童虐待

■■この記事に関する問い合わせは、子育て世代包括支援センターまで　☎ 62-2510（内線 2604）

児
童
虐
待
と
は

子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
に
は

性的虐待

ネグレクト

子どもへの性的行為、性的行為を見
せるなど

保護者が子どもを家に残して外出す
る、食事を与えないなど

殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激し
く揺さぶる、家の外に閉め出すなど身体的虐待

心理的虐待
言葉により脅かす、無視する、兄弟間
差別、子どもの面前での夫婦喧嘩など

■児童虐待の種類

POINT

1
子どもが親に恐怖心を持つと
SOS を伝えられない

　親に恐怖を持つ子どもは、親の顔色を見て行
動するようになります。子どもが心配事を親に
打ち明けられず、より大きな問題に発展してし
まう可能性もあります。

　子どもが言うことを聞いてくれないときにイ
ライラすることは誰にでもあることです。イラ
イラが爆発する前に、クールダウンする自分な
りの方法を見つけておきましょう。

　育児の負担を一人で抱え込まず、さまざまな
支援サービスの利用も検討しましょう。子育て
で悩んだときには、子育て世代包括支援センター 
☎ 61‐2474(直通 )を利用しましょう。

11 月は児童虐待予防月間です

■以下のポイントを心掛けながら、子どもと向き合ってみましょう。

POINT

2
爆発寸前のイライラを
クールダウン

POINT

3 親自身が SOS を出そう

POINT

4
子どもの気持ちと行動を
分けて考え、育ちを応援

　子どもの「イヤ！」は、自我の芽生えであり、
成長の証です。子どもの成長過程で必ず通る道
だと大きく構え、子どもの意思を尊重していき
ましょう。

　

子
育
て
を
し
て
い
る
と
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
つ
い
子
ど
も
を
叩
い

た
り
、
怒
鳴
っ
た
り
し
た
く
な
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
、
親
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

身体的虐待身体的虐待
25.0%25.0%

ネグレクトネグレクト
20.7%20.7%

性的虐待性的虐待
0.6%0.6%

心理的虐待心理的虐待
53.7%53.7%

H28 児童相談所の対応割合（県）

表彰

第
63
回
中
部
日
本
都
市
対
抗
軟
式
野
球
大
会
新
潟
大
会

●
阿
賀
野
市
野
球
連
盟
「
ミ
ラ
ク
ル
パ
ワ
ー
ズ
」

第
24
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

●
阿
賀
野
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

　9 月 29 日・30 日、富山西部体育セン
ター（砺波市）で開催された大会で、阿
賀野ジュニアバドミントンクラブ所属の
佐藤伶・渡辺暖花ペアが優勝しました。
　同ペアは、県予選大会で優勝し、北信
越大会に進出。今回の優勝により 12 月
24 日に東京都八王子市で行われる全国
大会への切符を獲得しました。全国大会
での活躍が期待されます。

　9 月 15 日・16 日、十日町市で行われ
た大会で「ミラクルパワーズ」が県大会
初優勝を果たしました。
　このチームは、平成元年に笹神村で野
球好きの柔道部出身者で結成されまし
た。その後本格的に活動するようになり、
上位の大会を目指し、全日本軟式野球連
盟に登録。30 年近い月日を経て、元高
校球児や結成当時の選手の子どももメン
バーに入り、念願の全国大会へ出場する
こととなりました。
　全国大会は、11 月 9 日から愛知県春
日井市で開催されます。

寄付

農
業
振
興
と
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に

●
北
蒲
み
な
み
農
業
協
同
組
合

瓢
湖
水
き
ん
公
園
樹
木
の
雪
吊
り
・
冬
囲
い
に

●
有
限
会
社
臼
井
農
畜
産

　10 月 5 日、有限会社臼井農畜産の臼
井直哉専務取締役が市役所を訪問。天然
の稲わらで編んだわら縄を、観光客が大
勢訪れる「瓢湖水きん公園」樹木の雪吊
りや冬囲いに使ってほしいと、わら縄
20 巻と女竹 50 本を寄付されました。
　臼井さんは、「わら縄の雪吊りは見た
目もきれいで、環境に優しい。今後もど
んどん広まってほしい」と話しました。

　10 月 3 日、北蒲みなみ農業協同組合
の小林信正代表理事組合長が市役所を訪
問。9 月 23 日に京ヶ瀬中学校グラウン
ドで開催された「第 4 回阿賀野市民交
流まつり」で販売した新米おにぎりや
フランクフルト、いちじく等の売上金
45,000 円を、農業振興と子どもたちの
健全育成のために役立ててほしいと寄付
されました。

左から、臼井専務取締役、田中市長左から、臼井専務取締役、田中市長

左から、渡辺暖花さん、佐藤玲さん左から、渡辺暖花さん、佐藤玲さん

左から、田中市長、小林代表理事組合長左から、田中市長、小林代表理事組合長
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■お知らせ版

平成 30 年 11 月号

安 田 支 所  ☎ 68‐3000
安田公民館・体育館  ☎ 68‐3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67‐2111
市立図書館  ☎ 67‐2500

阿賀野市役所  ☎ 62‐2510
水原総合体育館  ☎ 62‐0656
水原公民館  ☎ 62‐2028
あがの市民病院  ☎ 62‐2780
上下水道局  ☎ 62‐2159
消 防 本 部  ☎ 62‐2058

笹 神 支 所  ☎ 62‐4141
学校教育課  ☎ 62‐2790
生涯学習課  ☎ 62‐5322
農業委員会  ☎ 62‐2420
笹神体育館  ☎ 61‐2111
ふれあい会館  ☎ 63‐8019     

お知らせお知らせ

催　
　

し

全
て
無
料
で
参
加
で
き
ま
す

塾
の
コ
ン
ビ
ニ

◎
親
子
あ
そ
び
塾

① 
に
こ
に
こ
木
育
広
場

日
11
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午　

場
あ
が
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
プ
レ
ー

ル
ー
ム
」　

講
岡
田
真
弓
氏
（
お

も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス

タ
ー
）

② 

ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
教
室

日
11
月
21
日
（
水
）
午
前
10
時

20
分
〜
11
時
30
分　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」　

講
千
原

由
佳
氏
（
一
般
社
団
法
人
日
本

ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
協
会
認
定
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

定
15
組　

持

抱
っ
こ
ひ
も
、
体
温
計
・
ボ
ー

ル
ペ
ン
、
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
飲

み
物

③ 

お
や
こ
で
楽
し
む
手
形
ア
ー

ト
教
室

日
11
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
11
時
25
分　

場
あ
が
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
手

作
り
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
」　

講

五
十
嵐
貴
子
氏
（
子
育
ち
応
援

ふ
わ
っ
ち
）　

定
12
組
（
各
4
組

×
3
回
）

④ 

に
こ
に
こ
工
作
ラ
ン
ド
「
毛

糸
ま
き
ま
き
ひ
つ
じ
づ
く
り
」

日
11
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
11
時　

場
あ
が
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ
「
お
え

か
き
コ
ー
ナ
ー
」　

講
岡
田
真
弓

氏
（
お
も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
マ
ス
タ
ー
）

⑤ 

み
ん
な
で
運
動
し
よ
う
！　

に
こ
に
こ
元
気
っ
子
く
ら
ぶ

日
11
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
11
時　

場
あ
が
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
プ
レ
ー

ル
ー
ム
」　

講
土
岐
一
希
氏
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク

ラ
ブ
指
導
員
）

⑥ 

に
こ
に
こ
テ
ィ
ー
タ
イ
ム　

（
栄
養
講
座
）

日
11
月
9
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

場
あ
が
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
に

こ
に
こ
ル
ー
ム
」　

講
高
橋
佳
子

健
康
推
進
課
管
理
栄
養
士

◎ 

共
通
事
項

申
・
問
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐

５
５
８
１
（
②
は
窓
口
で
、
③

は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。）

◎
親
子
え
い
ご
塾

（
Ｇ
ｏ
！ 

Ｇ
ｏ
！ 

え
い
ご
）

日
11
月
14
日
（
水
）、23
日
（
金
・

祝
）
午
前
10
時
〜
11
時　

場
あ

が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

こ
に
こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」　

講
ダ
フ
ニ
ー
・
ロ
ッ
ク
氏
（
ス

タ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
新
潟
）　

問
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
こ
に
こ　

☎
62
‐

５
５
８
１

◎
新
潟
大
学
医
学
部

　

健
康
講
座
塾

　

新
潟
大
学
医
学
部
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
か
ら
講
師
を
招
き
、

市
民
の
健
康
増
進
や
病
気
の
悪

化
防
止
の
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
神
経
内
科
に
関
す
る

講
座
で
、
病
気
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
を
学
び
、
日
頃
の
予

防
や
早
期
発
見
に
役
立
ち
ま
す
。

日
11
月
27
日
（
火
）
午
後
2
時

〜
3
時
30
分　

場
あ
が
の
市
民

病
院
2
階 

「
講
堂
」　

内
「
認
知

症
の
方
に
ど
う
向
き
合
う
か
」　

講
小
野
寺
理
氏
（
新
潟
大
学
医

学
部
教
授
）

定 

80
人
程
度 

先
着

他
講
師
へ
の
質
問
が

あ
れ
ば
、
申
し
込
み

時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
地
域
医
療
推
進
課 

地
域

医
療
推
進
係
（
内
線
２
２
６
２
）

あ
が
の
お
話
の
会

昔
語
り
の
会

日
11
月
18
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

場
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」　

定
35
人

問
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

主　

要　

連　

絡　

先

■略字の見方

このマークが付いている記事はあがのポ
イント対象事業です。○ポイントが付与
されます。参加の際はカードを持参して
ください。

○

あがのポイント
対象事業

日＝日時・期間 場＝場所・会場 内＝内容
対＝対象　　　 定＝定員　　　　￥＝参加費等
講＝講師　  　　持＝持ち物　　 他＝その他　
申＝申し込み　  問＝問い合わせ
先着…先着順　  抽選…応募多数の場合抽選
※対どなたでも、定特になし、￥無料、申不要
　の場合は記載なし

50

あがのポイント
カード対象事業

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

水
原
代
官
所
販
売
組
合

大
感
謝
祭

　

良
い
物
、
お
い
し
い
物
を
揃

え
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
11
月
3
日
（
土
・
祝
）
午
前

10
時
〜
午
後
2
時
30
分　

場
水

原
代
官
所
・
農
業
歴
史
資
料
館

前　

内
代
官
そ
ば
の
手
打
ち
体

験
・
販
売
、
あ
や
め
染
め
実
演
・

体
験
・
販
売
、
採
れ
た
て
野
菜

や
漬
物
の
販
売
、
和
菓
子
づ
く

り
実
演
販
売
、
日
本
酒
の
試
飲
・

甘
酒
・
酒
粕
販
売
ほ
か
地
元
特

産
品
販
売　

他
当
日
は
、
水
原

代
官
所
の
正
門
を
開
放
し
ま
す
。

問
商
工
観
光
課
（
内
線
２
３
５
１
）

美び

ぎ

ん吟
の
会
コ
ン
サ
ー
ト

日
11
月
17
日
（
土
）
午
前
11
時

開
演
（
午
前
10
時
30
分
〜
開

場
）
場
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
2

階
「
研
修
室
」　

出
演
＝
カ
ラ
オ

ケ
愛
好
会　

問
美
吟
の
会　

本

田　

☎
０
９
０
‐
４
６
７
１
‐

８
１
３
８

県　

職
業
能
力
開
発
課

も
の
づ
く
り
就
活
ゼ
ミ

　

地
元
で
正
社
員
採
用
を
目
指

し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
就
職

活
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
企

業
の
話
を
聞
き
、
も
の
づ
く
り

を
体
験
・
見
学
で
き
る
ゼ
ミ
を

開
催
し
ま
す
。

日
11
月
27
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
30
分　

場
ポ
リ
テ

ク
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
（
新
発
田
市

新
富
町
1
‐
7
‐
21
）　

他
ゼ
ミ

参
加
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求

職
活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

申
・
問
も
の
づ
く
り
運
営
事

務
局　

☎
０
２
５
‐
２
７
８
‐

７
６
２
５

第
11
回

手
作
り
の
仲
間
た
ち

作
品
展

日
11
月
16
日
（
金
）
〜
18
日
（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
（
初
日

は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
正
午

ま
で
）　

場
ギ
ャ
ラ
リ
ー
グ
レ
ー

ヌ
（
榎
船
渡
１
１
８
）　

内
天

然
素
材
の
か
ご
バ
ッ
ク
、
つ
る

細
工
、
木
工
品
、
布
製
品
、
陶

磁
器　

申
・
問
手
作
り
の
な
か

ま
た
ち　

清
田　

☎
０
９
０
‐

１
４
０
４
‐
４
５
５
３

輝
く
女
性
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
企
画

ヘ
ル
シ
ー
・
マ
ル
シ
ェ

◎
１
０
０
歳
ま
で
自
分
の
足
で

　

歩
く
た
め
の
大
人
の
「
足
育
」

日
11
月
16
日
（
金
）
午
後
7
時

〜
8
時
30
分　

場
水
原
公
民
館

2
階
「
研
修
室
」　

￥
５
０
０
円

定
6
人　

持
動
き
や
す
い
服
装
、

普
段
履
い
て
い
る
靴

◎
忙
し
い
朝 

時
短
美
肌
メ
イ
ク

日
11
月
30
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

場
水
原
公
民
館

2
階
「
研
修
室
」　

￥
５
０
０
円

（
ス
イ
ー
ツ
付
き
）　

定
5
人　

持
ハ
ン
カ
チ
、
髪
留
め
（
ダ
ッ

カ
ー
ル
な
ど
）、
大
き
め
の
鏡

◎
忙
し
い
年
末
年
始
に
役
立
つ

　

簡
単
＆
作
り
置
き
フ
ィ
ン
ガ
ー

　

フ
ー
ド

日
12
月
7
日
（
金
）
午
後
6
時

〜
8
時
30
分　

場
水
原
公
民
館

2
階
「
調
理
室
」　

￥
１
５
０
０

円　

定
16
人　

申
込
締
切
＝
12

月
3
日
（
月
）　

持
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
ふ
き
ん
、
タ
オ
ル

◎
笑
っ
て
年
越
し
!!
福
が
来
る
!!

　

笑
い
ヨ
ガ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ

日
12
月
14
日
（
金
）
午
後
7
時

〜
8
時
30
分　

場
水
原
公
民
館

3
階
「
大
会
議
室
」　

￥
５
０
０

円　

定
20
人　

持
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
動
き
や

す
い
服
装

◎
共
通
事
項

申
・
問
本
間　

☎
０
９
０
‐

８
８
０
０
‐
８
７
２
２

y
u
k
ari_1

1
1
6
_p

in
k
@

yahoo.co.jp

水
原
公
民
館
1
階
交
流
ホ
ー
ル

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
案
内

◎
佐
藤
巌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜
紙
の

　

宝
石
「
票
」
と
、
も
ら
っ
て　

　

う
れ
し
い
年
賀
状
展
〜

日
11
月
14
日
（
水
）
〜
18
日
（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
最
終

日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

内
書

票
（
豆
版
画
）、書
票
（
豆
版
画
）

に
関
す
る
書
籍
、
年
賀
状
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン

◎
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル
花
言
葉

　
「
フ
ラ
ワ
ー
＆
絵
手
紙
展
」

日
11
月
23
日
（
金
・
祝
）
〜
25

日
（
日
）
午
前
9
時
〜
午
後
5

時
（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）　

内

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
、
絵

手
紙　

問
水
原
公
民
館

第
14
回
市
書
道
展

日
11
月
23
日
（
金
・
祝
）
〜
25

日
（
日
）
午
前
9
時
〜
午
後
5

時
（
初
日
は
午
後
1
時
か
ら
、

最
終
日
は
午
後
2
時
ま
で
）　

場

水
原
公
民
館
1
階
「
大
講
堂
」

作
品
解
説
＝
11
月
25
日
（
日
）

午
後
1
時
よ
り
、
新
潟
大
学
教

授 

岡
村
鉄
琴
氏
が
行
い
ま
す
。

後
援
＝
阿
賀
野
市
、
阿
賀
野
市

教
育
委
員
会
、
阿
賀
野
市
文
化

団
体
連
絡
協
議
会　

問
水
原
公

民
館

中
島
六
自
治
会

第
4
回
ふ
れ
あ
い
展
覧
会

　

中
島
六
自
治
会
で
は
、
趣
味

の
作
品
を
展
示
す
る
ふ
れ
あ
い

展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
11
月
25
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
午
後
4
時　

場
中
島
六
集
会

所
（
学
校
町
4
‐
1
）　

内
絵
画
、

写
真
、
工
芸
、
書
画
、
切
り
絵

等　

問
中
島
六
自
治
会
長　

加

藤　

☎
62
‐
６
６
５
７

小野寺理 氏
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催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催　
　

し

宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン

タ
ー
あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 

生
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
（
ザ
・

ニ
ュ
ー
コ
モ
ー
ド
）

日
11
月
6
日
（
火
）
正
午
〜

◎ 

カ
ラ
オ
ケ
・
踊
り
発
表
会
（
村

松
カ
ラ
オ
ケ
友
の
会
）

日
11
月
11
日
（
日
）
正
午
〜

◎ 

太
田
由
紀
歌
カ
ラ
オ
ケ
発
表

会
（
泉
の
会
）

日
11
月
18
日
（
日
）
正
午
〜

◎ 

歌
（
カ
ラ
オ
ケ
）
と
舞
踊
（
岡

山
歌
謡
ク
ラ
ブ
）

日
11
月
23
日
（
金
・
祝
）
正
午
〜

◎ 

カ
ラ
オ
ケ
と
踊
り
発
表
会（
唄

と
踊
り
の
仲
よ
し
会
）

日
11
月
25
日
（
日
）
正
午
〜

問
宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
あ

か
ま
つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

日
11
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）　　

内
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会　

￥
１
５
０
０
円　

申
・
問
水
原

ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

「
春
城
」
の
随
筆
を
読

む
会

　

郷
土
の
偉
人
市
島
春
城
の
随

筆
を
読
む
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
11
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
正
午　

場
天
朝
山
交
流
の
家

￥
２
０
０
円　

内
「
西
郷
南
州

の
犬
」
春
城
代
酔
録
よ
り

問
中
村　

☎
62
‐
７
０
３
８

県
愛
鳥
セ
ン
タ
ー
紫
雲

寺
さ
え
ず
り
の
里
催
し

◎ 

冬
の
初
心
者
探
鳥
会

　

瓢
湖
で
ハ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
の

水
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

日
11
月
11
日
（
日
）
午
前
8
時

〜
9
時
30
分　

場
瓢
湖
（
白
鳥

会
館
駐
車
場
集
合
）　

持
双
眼
鏡

（
貸
し
出
し
用
あ
り
）、雨
具
（
小

雨
決
行
の
た
め
）

◎ 

愛
鳥
講
演
会

　

渓
流
の
鳥
を
テ
ー
マ
に
学
び

ま
す
。

日
11
月
23
日
（
金
・
祝
）
午
後

1
時
〜
3
時
30
分　

場
県
立
生

涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
（
新
潟

市
中
央
区
女
池
南
3
‐
1
‐
2
）

演
題
①
＝
「
渓
流
の
鳥
〜
シ
ノ

リ
ガ
モ
繁
殖
前
の
行
動
を
中
心

に
〜
」　

講
羽
田
守
氏
（
新
潟
県

野
鳥
愛
護
会
）、
演
題
②
＝
「
新

潟
県
に
生
息
す
る
カ
ワ
セ
ミ
科

鳥
類
の
生
態
」　

講
石
部
久
氏

（
日
本
野
鳥
の
会
新
潟
県
会
長
）

申
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
は
が
き
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎ 

共
通
事
項

他
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.niigata.

lg.jp/aicho/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。　

問
愛
鳥
セ
ン
タ
ー
紫
雲

寺
さ
え
ず
り
の
里　

〒
９
５
７

-
０
２
３
１　

新
発
田
市
藤
塚
浜

海
老
池　

☎
０
２
５
４
‐
41
‐

４
５
０
０　

Ⓕ
０
２
５
４
‐
41

‐
４
５
０
１　

ngt035310@
pref.niigata.lg.jp

手
続
き
・
制
度

Procedure･ System

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き

に
保
険
証
は
使
え
る
の
？

　

交
通
事
故
に
よ
る
け
が
な
ど

で
保
険
証
を
使
っ
て
医
療
機
関

を
受
診
し
た
場
合
は
、
け
が
な

ど
の
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
市

へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

け
が
の
程
度
が
軽
く
て
も
、

必
ず
相
手
の
氏
名
、
住
所
、
連

絡
先
、
保
険
会
社
な
ど
を
確
認

し
、
す
み
や
か
に
警
察
に
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。

◎
そ
の
他
注
意
事
項
等

・ 

自
損
事
故
の
場
合
で
も
、
保

険
証
を
使
用
す
る
た
め
に
は
届

け
出
が
必
要
で
す
。
自
損
事
故

の
車
等
に
同
乗
し
て
い
た
人
が

保
険
証
を
使
用
し
て
治
療
を
受

け
る
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で

す
。

・ 

自
転
車
同
士
ま
た
は
自
転
車

と
歩
行
者
の
事
故
の
場
合
も
届

け
出
が
必
要
で
す
。

・ 
届
け
出
は
、1
回
目
の
受
診
後
、

で
き
る
だ
け
早
く
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

問
健
康
推
進
課 

国
保
年
金
係

（
内
線
２
１
８
２
）、
後
期
高
齢

係
（
内
線
２
１
８
０
）

不
動
産
公
売
の
実
施

　

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ

え
た
不
動
産
（
農
地
）
の
公
売

を
実
施
し
ま
す
。11
月
１
日（
木
）

の
公
告
後
に
市
役
所
・
各
支
所

で
公
売
予
定
物
件
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
12
月
7
日
（
金
）　

場
市
役
所

1
階
「
第
1
多
目
的
ホ
ー
ル
」　

持
印
鑑
、
公
売
保
証
金　

他
公

売
に
よ
る
所
有
権
移
転
に
伴
う

費
用
（
登
録
免
許
税
等
）
は
、

買
受
人
の
負
担
で
す
。
農
地
の

不
動
産
公
売
に
参
加
す
る
た
め

に
は
、
農
業
委
員
会
の
交
付
す

る
買
受
適
格
証
明
書
が
必
要
で

す
。
11
月
12
日
（
月
）
ま
で
に

農
業
委
員
会
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
公
売
は
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課 

収
税
係
（
内
線

２
６
８
１
）

電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

　市では、地場産業の活性化や景気・雇用回
復を図るため、安田瓦の補助事業を実施して
います。
対以下の全てに該当する人
①市内に住所を有している人（予定者を含む）
②市税・下水道受益者負担金等を滞納してい
ない人　③過去にこの補助金の交付を受けて
いない人　④平成 31 年 3 月 31 日までに工事
が完了する人
対象経費＝市内に新築やリフォーム等で使用
された瓦代金（税込み）　※市内で製造・販売
された安田瓦で代金が 20 万円以上の場合に限
ります　

補助金額＝使用した瓦の価格の 10 分の 1（上
限 10 万円）
他事前申請が必要です。申請時点で着手して
いる工事や申請手続き中に着手する工事は、
補助対象となりません。申請が予算枠に達し
た場合、受付を終了します。募集要項や申請
書等は商工観光課にあるほか、市ホー
ムページからもダウンロードできま
す。
申・問商工観光課 商工振興係（内線 2345）

安田瓦を利用してみませんか？

あ
な
た
の
住
宅
は
安
全
で
す
か
？

木
造
住
宅
耐
震
診
断
等

支
援
事
業

　

市
で
は
、
地
震
に
よ
る
建
物

の
倒
壊
、
崩
壊
か
ら
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
に
耐
震
診
断
お

よ
び
耐
震
設
計
、
耐
震
改
修
等

の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

◎
耐
震
診
断
（
無
料
）

対
次
の
事
項
全
て
に
該
当
す
る

住
宅　

①
市
内
に
所
在
し
、
所

有
者
ま
た
は
3
親
等
以
内
の
親

族
が
居
住
し
て
い
る
住
宅　

②

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
、
ま
た
は
工
事
が
着
手

さ
れ
た
木
造
住
宅　

③
一
戸
建

て（
店
舗
・
事
務
所
併
用
住
宅
で
、

延
面
積
の
2
分
の
1
以
上
が
住

宅
用
に
供
し
て
い
る
も
の
）　

④

地
上
2
階
建
て
以
下　

⑤
特
定

工
法
に
よ
り
建
築
さ
れ
て
い
な

い　

⑥
補
助
を
受
け
て
耐
震
診

断
を
行
っ
て
い
な
い

募
集
戸
数
＝
5
戸
程
度　

受
付

期
間
＝
第
3
回
…
11
月
15
日

（
木
）
〜
22
日
（
木
）　

※
今
年

度
最
後
の
募
集
で
す
。
予
定
戸

数
に
達
し
次
第
、
受
付
期
間
の

途
中
で
も
受
付
を
終
了
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◎
耐
震
設
計

対
市
の
支
援
事
業
を
利
用
し
て

耐
震
診
断
を
受
け
、
か
つ
評
点

が
１
・
０
未
満
の
住
宅
（
上
限

10
万
円
）　

募
集
戸
数
＝
2
戸

程
度　

受
付
期
限
＝
11
月
22
日

（
木
）

◎
耐
震
改
修
等

対
市
の
支
援
事
業
を
利
用
し
て

耐
震
診
断
ま
た
は
耐
震
設
計
を

受
け
た
住
宅
。
詳
し
く
は
、
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。　

募
集
戸
数
＝
2
戸
程
度

受
付
期
限
＝
11
月
22
日
（
木
）

◎
共
通
事
項

申
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
建
設
課
へ
直
接
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は

建
設
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。　

問

建
設

課 

都
市
計
画
建
築
係
（
内
線

２
３
１
６
・
２
３
１
８
）

ご
存
知
で
す
か

標
準
営
業
約
款
制
度

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法

律
で
定
め
ら
れ
た
消
費
者
擁
護

の
た
め
の
制
度
で
す
。
厚
生
労

働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従
っ
て

営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
理

容
店
、
美
容
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
、
め
ん
類
飲
食
店
、
一
般

飲
食
店
で
は
、店
頭
に
「
Ｓ
マ
ー

ク
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

登
録
店
は
、
安
心
・
安
全
・

衛
生
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る

お
店
で
す
。
万
一
の
場
合
は
、

事
故
賠
償
基
準
に
基
づ
い
た
補

償
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
（
公
財
）
新
潟
県
生
活
衛

生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー　

☎

０
２
５
‐
３
７
８
‐
２
５
４
０ S マーク
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電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

手
続
き
・
制
度

Procedure･ System
「
新
市
建
設
計
画
」
を

変
更
し
ま
し
た

1　
「
新
市
建
設
計
画
」
と
は

　
「
新
市
建
設
計
画
」
は
、
平
成

16
年
4
月
1
日
の
合
併
時
に
策

定
し
た
、
阿
賀
野
市
の
一
体
性

の
速
や
か
な
確
立
、
住
民
の
福

祉
の
向
上
、
阿
賀
野
市
の
均
衡

あ
る
発
展
を
目
指
す
た
め
の
計

画
で
す
。

◎
内
容

・ 

阿
賀
野
市
の
基
本
方
針

・ 

阿
賀
野
市
の
建
設
の
根
幹
と

な
る
べ
き
事
業
（
全
77
事
業
）

に
関
す
る
事
項

・ 

公
共
的
施
設
の
統
合
整
備
に

関
す
る
事
項

・ 

阿
賀
野
市
の
財
政
計
画

◎
計
画
の
期
間

・ 

平
成
16
年
度
か
ら
平
成
31
年

度
ま
で
の
16
年
間

２　

主
な
変
更
内
容

　

合
併
特
例
債
を
有
効
的
に
活

用
し
な
が
ら
新
市
建
設
計
画
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

新
市
建
設
計
画
の
計
画
期
間
を

法
律
上
最
大
限
可
能
な
期
間
ま

で
延
長
し
ま
し
た
。

◎
「
計
画
期
間
」
の
５
年
延
長

　

計
画
の
終
了
年
度
を
５
年
延

長
し
、「
平
成
36
年
度
ま
で
」
と

し
ま
し
た
。

◎
「
財
政
計
画
」
の
見
直
し

　

平
成
29
年
度
ま
で
の
決
算
状

況
や
今
後
の
財
政
運
営
の
見
通

し
を
踏
ま
え
、
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

３　

今
後
の
取
り
組
み

　

計
画
期
間
の
終
了
ま
で
、
市

の
最
上
位
計
画
で
あ
る
総
合
計

画
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、

最
新
の
社
会
情
勢
、
地
域
の
実

情
、
市
の
財
政
状
況
な
ど
を
も

と
に
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性

を
考
慮
し
、
市
の
発
展
に
必
要

な
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問
企
画
財
政
課 

企
画
係
（
内
線

２
２
４
３
）

一
人
で
も
雇
っ
た
ら

労
働
保
険
に
加
入
を

　　

労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
を
含
む
）
を
一
人
で
も
雇

用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働

保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
労
働
保
険
は
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
の
各
種
給
付
金
の
ほ

か
、
雇
用
の
安
定
の
た
め
事
業

主
に
支
給
さ
れ
る
助
成
金
な
ど

の
各
種
支
援
制
度
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
労
働
者
は
も
と
よ
り

事
業
主
の
た
め
に
も
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
制
度
で
す
。

　

ま
だ
労
働
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
事
業
主
は
、
管
轄
の

労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定

所
）
で
加
入
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。　

問
新
潟
労
働
局 

労

働
保
険
徴
収
課　

☎
０
２
５

‐
２
８
８
‐
３
５
０
２
、
新

発
田
労
働
基
準
監
督
署　

☎

０
２
５
４
‐
27
‐
６
６
８
０
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
発
田　

☎

０
２
５
４
‐
27
‐
６
６
７
７

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
事
業
主
が

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
け
金
と
な
る
共
済
証
紙
を

共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働

者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を

や
め
た
と
き
に
、
建
退
共
か
ら

退
職
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
＝
建
設
業

を
営
む
人　

対
象
と
な
る
労
働

者
＝
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
金
＝
日
額
３
１
０
円

◎
特
長

・ 

国
の
制
度
な
の
で
安
全
確
実

・ 

退
職
金
は
企
業
間
を
通
算
し

て
計
算

・ 

国
が
掛
金
の
一
部
を
補
助

・ 

掛
け
金
は
損
金
扱
い

・ 

経
営
事
項
審
査
で
加
点

問
建
退
共　

新
潟
県
支
部　

☎

０
２
５
‐
２
８
５
‐
７
１
１
７

募 　

集 

市
立
幼
稚
園
臨
時
職
員

募
集

◎
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士

募
集
人
員
＝
若
干
人　

勤
務
場

所
＝
①
安
田
幼
稚
園　

②
認
定

こ
ど
も
園
京
ヶ
瀬
幼
稚
園　

任

用
期
間
＝
平
成
31
年
４
月
１
日

〜
平
成
32
年
３
月
31
日
（
１
年

間
）　

勤
務
日
・
時
間
＝
①
安

田
幼
稚
園
…
月
曜
〜
金
曜
（
祝

日
、
12
月
29
日
〜
１
月
3
日
を

除
く
）、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分　

②
認
定
こ
ど
も
園

京
ヶ
瀬
幼
稚
園
…
月
曜
〜
土
曜

（
祝
日
、
12
月
31
日
〜
１
月
３
日

を
除
く
。
週
休
２
日
ま
た
は
４

週
に
８
日
休
み
）、
午
前
７
時
〜

午
後
７
時
の
う
ち
７
時
間
45
分

（
休
憩
１
時
間
、
交
替
勤
務
）　

※
園
行
事
等
が
あ
る
場
合
は
こ

の
限
り
で
あ
り
ま
せ
ん
。
勤
務

日
・
勤
務
時
間
は
、
前
記
以
外

で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。　

賃

金
＝
当
市
規
定
に
よ
る
（
健
康

保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険

加
入
）　

応
募
資
格
＝
幼
稚
園
教

諭
ま
た
は
保
育
士
資
格
を
有
す

る
65
歳
く
ら
い
ま
で
の
人　

選

考
方
法
＝
面
接
（
日
程
は
、
後

日
連
絡
し
ま
す
）　

申
市
の
「
臨

時
・
パ
ー
ト
職
員
登
録
台
帳
」

ま
た
は
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
添
付

の
上
、
笹
神
支
所
２
階
学
校
教

育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
台
帳
は
、
学
校
教
育
課
、

市
役
所
、
各
支
所
の
総
務
担
当

窓
口
に
あ
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。　

申
込
期
限
＝

随
時　

問
学
校
教
育
課　

学
事

係
（
内
線
３
４
３
）

FM 76.1MHz 　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
鳥
荘

職
員
を
募
集
し
ま
す

　

面
接
は
随
時
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
鳥

　

荘
（
百
津
88
）

募
集
職
種（
資
格
）＝
介
護
職（
不

問
。
介
護
福
祉
士
、
実
務
者
研

修
修
了
者
、
ヘ
ル
パ
ー
2
級
は

優
遇
）　

勤
務
形
態
・
募
集
人
数

＝
フ
ル
タ
イ
ム
（
勤
務
シ
フ
ト

に
よ
る
。
夜
勤
あ
り
）
…
若
干

人
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
（
午
後
4

時
〜
7
時
）
…
1
人
、深
夜
パ
ー

ト
タ
イ
ム
（
午
後
11
時
〜
午
前

4
時
。
経
験
者
の
み
）
…
1
人
、

送
迎
パ
ー
ト
タ
イ
ム
（
午
前
8

時
〜
10
時
、
午
後
4
時
〜
6
時
）

…
各
1
人　

申
・
問
（
福
）
阿

賀
北
総
合
福
祉
協
会 

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
白
鳥
荘　

鈴
木　

☎
62
‐
０
３
３
３

自
衛
官
等
募
集

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

◎
推
薦

資
格
＝
男
子
で
中
卒
（
見
込
み
含

む
）
17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ

生
徒
会
活
動
等
に
顕
著
な
実
績

を
修
め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き

る
人　

受
付
期
間
＝
11
月
1
日

（
木
）
〜
30
日
（
金
）　

試
験
期
日

＝
1
月
5
日
（
土
）
〜
7
日
（
月
）

※
3
日
間
の
う
ち
1
日
を
指
定

◎
一
般

資
格
＝
男
子
で
中
卒
（
見
込
み

含
む
）
17
歳
未
満
の
人　

受
付

期
間
＝
11
月
1
日
（
木
）
〜
1

月
7
日
（
月
）　

試
験
期
日
＝
1

次
…
1
月
19
日
（
土
）　

2
次
…

2
月
1
日
（
金
）
〜
4
日
（
月
）

他
詳
細
は
募
集
要
項
ま
た
は
自

衛
隊
新
発
田
地
域
事
務
所
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。　

問
自

衛
隊
新
発
田
地
域
事
務
所　

☎

０
２
５
４
‐
26
‐
５
６
１
９

受
講
料
無
料

看
護
職
員
再
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー

　

県
で
は
、
現
在
就
職
し
て
い

な
い
看
護
職
員
（
保
健
師
、
助

産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
）

が
安
心
し
て
再
就
職
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

日
12
月
3
日
（
月
）、10
日
（
月
）、

11
日
（
火
）
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
3
時
40
分　

場
新
潟
県
看

護
研
修
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市
中

央
区
川
岸
町
2
‐
11
）　

内
基

本
的
な
知
識
や
技
術
を
講
義
・

演
習
を
通
し
て
学
ぶ
3
日
間
の

基
礎
コ
ー
ス
で
す
。　

募
集
人

数
＝
30
人 

先
着　

※
3
日
間

受
講
可
能
な
人
優
先　

他
病
院

等
で
実
際
の
看
護
業
務
を
体
験

で
き
る
体
験
コ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　

申
・
問
新
潟
県

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５

‐
２
３
３
‐
６
０
１
１　

申
込

期
限
＝
11
月
19
日
（
月
）

子
育
て
・
教
育

Parenting･ Education

未
就
園
児
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
て
ね
！

◎
安
田
幼
稚
園
「
親
子
プ
レ
ー

　

教
室
」

日
12
月
11
日
（
火
）
午
前
9
時

15
分
〜　

対
0
〜
2
歳
児
と
そ

の
保
護
者　

￥
２
０
０
円
（
保

険
料
、
お
や
つ
代
な
ど
）　

他
詳

し
く
は
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
込
書
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。　

申

水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
・
安
田
公

民
館
・
安
田
幼
稚
園
に
備
え
付

け
の
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
電
話
で
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。　

問
安
田
幼
稚
園　

☎
68
‐
３
０
１
２

京
ヶ
瀬
公
民
館　

家
庭
教
育
学
級

親
子
で
学
ぶ
命
の
生
ま

れ
る
し
く
み

日
12
月
9
日
（
日
）、
1
月
20
日

（
日
）
各
日
午
前
10
時
〜
正
午
（
午

前
9
時
30
分
〜
受
付
）　

場
京
ヶ

瀬
保
健
セ
ン
タ
ー
「
和
室
」　

対

小
学
４
〜
６
年
生
の
親
子
（
親
だ

け
の
参
加
も
可
）　

定
10
組 

抽
選

講
Ｋ
ｉ
ｔ
ｅ-

ｍ
ｅ
〜
女
性
と

ベ
ビ
ー
・
幼
児
の
た
め
の
総
合

教
室
〜 

主
宰 

粟
原
あ
つ
こ
氏　

他
保
育
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。

生
後
6
か
月
か
ら
対
応
。
保
育
協

力
金
1
人
当
た
り
１
０
０
円
が

必
要
で
す
。
※
定
員
５
人　

申
・

問
京
ヶ
瀬
支
所
内 

京
ヶ
瀬
公
民

館
担
当 

☎
67
‐
２
２
１
３　

申

込
締
切
＝
11
月
30
日
（
金
）

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

【お詫びと訂正】

　10月1日号13ページに掲載した「幼稚園に遊びにきてね！」
の記事について、京ヶ瀬幼稚園「あそびのへや」の申込書設置
場所に誤りがありました。お詫びして訂正します。

〈誤〉「水原保健センター・安田公民館・安田幼稚園」
〈正〉「水原保健センター・京ヶ瀬支所・市立図書館・京ヶ
瀬幼稚園」
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催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

子
育
て
・
教
育

Parenting･ Education
子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

日
・
内
11
月
5
日
（
月
）、
19
日

（
月
）
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30

分　

11
月
5
日
（
月
）
＝
「
お

は
な
し
会
」　

※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

19
日（
月
）＝
「
ピ
ア
ノ
演
奏
会
」

※
月
別
メ
ニ
ュ
ー　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ　

対
未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者　

持
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者

用
）、
保
育
に
必
要
な
も
の
（
お

む
つ
な
ど
）　

※
子
ど
も
の
飲
み

物
が
必
要
な
人
は
各
自
用
意
し

て
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は
持
参

し
な
い
で
く
だ
さ
い
）。　

問
あ

が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ

に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

日
毎
週
月
曜
・
金
曜
、
午
前
9

時
〜
正
午
、
毎
週
水
曜
、
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
、
夜
間
役
所

（
25
ペ
ー
ジ
参
照
）　

※
こ
れ
ら

の
日
時
以
外
に
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

場
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー　

持
妊

娠
届
出
書
と
そ
の
書
類
に
記
載

の
あ
る
必
要
書
類　

問
健
康
推

進
課 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

子
育
て
に
つ
い
て
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　

身
近
な
大
人
や
親
と
の
結
び

つ
き
は
、
子
ど
も
が
一
人
の
人

間
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の

土
台
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

親
子
関
係
を
振
り
返
り
、
で
き

る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
12
月
8
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分
（
午
後
１
時

〜
受
付
）　

場
水
原
保
健
セ
ン

タ
ー
2
階
「
研
修
室
」　

内
講
演

「
思
春
期
を
の
り
き
る
た
め
の
子

育
て
〜
親
子
関
係
か
ら
の
気
づ

き
」　

講
新
潟
青
陵
大
学
福
祉
心

理
学
部
准
教
授 

伊
藤
真
理
子
氏

定
１
８
０
人　

申
・
問
健
康
推

進
課 

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー　

☎
25
‐

７
１
９
７　

申
込
期

限
＝
11
月
30
日（
金
）

お
は
な
し
会

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜　

場
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

日
11
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）　

場

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室　

問

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室　

☎

47
‐
８
０
６
８

子
育
て
・
孫
育
て
応
援

ふ
わ
っ
ち
茶
会

　

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
、
子
育
て
の
疑
問
や
不

安
な
ど
、
気
軽
に
話
し
ま
し
ょ

う
。

日
11
月
12
日
（
月
）
午
後
2
時

〜
3
時
（
出
入
り
自
由
）　

場

お
ん
こ
茶
屋　

￥
５
０
０
円

（
コ
ー
ヒ
ー
付
き
）　

他
子
連
れ

で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。　

問

子
育
ち
応
援
ふ
わ
っ
ち　

五
十

嵐　

☎
０
９
０
‐
３
６
９
７
‐

３
５
５
６

健
康
・
福
祉

H
ealth･ W

elfare

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　
「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」「
家

か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
な
ど
で
悩

ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
が
集

ま
り
、
安
心
し
て
気
持
ち
を
語
り

合
え
る
お
し
ゃ
べ
り
の
場
で
す
。

日
11
月
9
日
（
金
）
午
後
7
時

〜
9
時
（
都
合
の
付
く
時
間
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
※
開
催
日

は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の
午

前
10
時
〜
正
午
、
奇
数
月
が
第

2
金
曜
の
午
後
7
時
〜
9
時
で

す
）　

場
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

￥
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）　

問
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
ネ
ッ
ト
あ
が
の 

蛭え
び

子す　

☎
62
‐
０
６
４
９

障
が
い
者
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
発
田
で
は
、

就
職
を
希
望
し
て
い
る
障
が
い

の
あ
る
人
と
、
障
が
い
の
あ
る

人
の
採
用
を
考
え
て
い
る
企
業

担
当
者
と
の
就
職
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人

の
雇
用
に
関
す
る
相
談
会
も
併

せ
て
実
施
し
ま
す
。

日
12
月
7
日
（
金
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
午
後
1
時
〜
受

付
）　

場
市
役
所
4
階「
会
議
室
」

申
・
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
発
田 

職
業
紹
介
部
門　

☎
０
２
５
４

‐
27
‐
６
６
７
７

障
が
い
者
就
職
応
援

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

就
職
に
向
け
て
の
心
構
え
講
座

や
模
擬
面
接
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
・
内
①
11
月
22
日
（
木
）
＝

就
職
に
向
け
て
の
心
構
え
講
座

②
11
月
30
日
（
金
）
＝
模
擬
面

接
会　

※
両
日
と
も
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
10
分
（
午
後
1
時

〜
受
付
）　

場
市
役
所
４
階
「
会

議
室
」　

申
・
問
協
働
作
業
所
か

が
や
き 

那
須
野･

渡
邊　

☎
68

‐
１
１
７
０
、
阿
賀
野
市
障
が

い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
61
‐
２
４
８
８　

申
込
期
限

＝
11
月
15
日
（
木
）

50

あがのポイント
対象事業

平
成
30
年
度

生
活
習
慣
病
予
防
講
演
会

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
元

気
で
長
寿
を
目
指
す
た
め
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
11
月
29
日
（
木
）
午
後
2
時

〜
3
時
30
分　

場
水
原
保
健
セ

ン
タ
ー
2
階「
研
修
室
」　

内「
元

気
で
長
寿
め
ざ
し

て
」　

講
あ
が
の
市

民
病
院 

院
長 

藤
森

勝
也
氏　

対
市
内

在
住
者　

申
・
問
健
康
推
進
課 

成
人
係
（
内
線
２
６
３
１
）

市
運
動
普
及
員
会
事
業

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
講
習
会

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
み
ん

な
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま

し
ょ
う
。

日
11
月
26
日
（
月
）、
12
月
3
日

（
月
）、
10
日
（
月
）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
（
９
時
30
分
〜
受

付
）
場
水
原
総
合
体
育
館　

講

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

和
泉
沢
貞

子
氏　

持
運
動
靴
・
タ
オ
ル
・

飲
み
物　

問
市
運
動
普
及
員
会

事
務
局 

健
康
推
進
課
（
内
線

２
６
２
１
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

新
潟
県
内
で
は
1
日
当
た
り

約
３
０
０
人
分
の
献
血
が
必
要

で
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
11
月
8
日
（
木
）　

場
社
会
福

祉
法
人
飛
翔
福
祉
会　

特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
シ
ン
パ
シ
ー（
午

後
1
時
〜
2
時
30
分
）、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
白
鳥
荘
「
地
域

交
流
ス
ペ
ー
ス
」（
午
後
3
時
30

分
〜
4
時
30
分
）　

協
力
団
体
＝

阿
賀
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

問
健
康
推
進
課 

健
康
づ
く
り
係

（
内
線
２
６
２
１
）

新
潟
県
弁
護
士
会
人
権
擁
護
委
員
会
主
催

阿
賀
野
市
い
の
ち
を

守
る
勉
強
会

　

自
殺
防
止
の
支
援
方
法
を
学

び
、
地
域
の
関
係
者
の
連
携
を

深
め
る
た
め
開
催
し
ま
す
。

日
12
月
1
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
〜
5
時
（
午
後
1
時
〜
受

付
）　

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京

和
荘
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」　

内
第

1
部
＝
多
問
題
を
抱
え
た
事
例

へ
の
対
応
に
つ
い
て
（
事
例
の

紹
介
と
グ
ル
ー
プ
検
討
会
）　

第

2
部
＝
自
殺
防
止
の
関
係
機
関

か
ら
の
報
告　

第
3
部
＝
他
職

種
交
流
会　

申
・
問
新
潟
県
弁

護
士
会
人
権
擁
護
委
員
会　

☎

０
２
５
‐
２
２
２
‐
５
５
３
３
、

阿
賀
野
市
社
会
福
祉
協
議
会「
暮

ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
あ
が

の
」　

☎
67
‐
９
５
０
０　

申
込

期
限
＝
11
月
22
日
（
木
）

新
潟
大
学
ラ
ジ
オ
公
開

講
座

日
11
月
10
日
〜
12
月
15
日
の

毎
週
土
曜
、
午
前
11
時
20
分

〜
11
時
50
分　

放
送
局
＝
Ｂ

Ｓ
Ｎ
ラ
ジ
オ
（
Ａ
Ｍ
放
送
／
ワ

イ
ド
Ｆ
Ｍ
）　

講
座
名
＝
健
康

長
寿
社
会
を
生
き
る
―
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
―　

他
希

望
に
よ
り
受
講
者
登
録
が
で
き

ま
す
。
講
座
の
詳
細
は
新
潟

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。（https://w

w
w
.

n
iigata-u

.ac.jp
/

co
n
trib

u
tio

n
/

society/learning/

tv-learnig/

）ス
ポ
ー
ツ

市
民
卓
球
教
室

日
11
月
10
日
（
土
）、17
日
（
土
）、

12
月
1
日
（
土
）、
8
日
（
土
）

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
（
全
4

回
）　

場
水
原
総
合
体
育
館　

対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
（
親

子
も
歓
迎
）　

￥
３
０
０
円　

持
上
履
き
、
運
動
の
で
き
る
服

装　

申
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
水
原
総
合

体
育
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
水
原
総
合
体
育
館

に
あ
る
ほ
か
、
体
育
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。　

申
込
締
切
＝

11
月
9
日
（
金
）　

問
市
体
育
協

会　

☎
25
‐
７
６
１
３

参
加
チ
ー
ム
募
集
！

第
15
回
市
民
9
人
制
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
12
月
2
日
（
日
）　

場
水
原
総

合
体
育
館
・
水
原
小
学
校
体
育
館

開
会
式
＝
午
前
9
時
〜
水
原
総
合

体
育
館
（
全
チ
ー
ム
参
加
）　

￥

1
チ
ー
ム
千
円
（
当
日
納
入
）　

※
参
加
費
に
は
10
人
分
の
保
険
料

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
10
人
を
超

え
た
場
合
は
、
1
人
に
つ
き
50
円

を
加
算
し
て
く
だ
さ
い
。　

参
加

資
格
＝
①
自
治
会
、
職
場
、
企
業
、

グ
ル
ー
プ
な
ど
、
市
内
在
住
・
在

勤
者
で
構
成
さ
れ
た
中
学
生
以
上

の
チ
ー
ム
で
、
1
チ
ー
ム
9
人
編

成
（
登
録
は
30
人
以
内
）、
②
女

性
が
3
人
以
上
出
場
し
て
い
る
こ

と
。　

申
申
込
用
紙
を
各
体
育
館

ま
た
は
京
ヶ
瀬
支
所
内
生
涯
学
習

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

用
紙
、
大
会
実
施
要
項
、
大
会
特

別
ル
ー
ル
は
、
各
体
育
館
、
京
ヶ

瀬
支
所
内
生
涯
学
習
課
に
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。　

※
参

加
チ
ー
ム
数
が
6
チ
ー
ム
に
満
た

な
い
場
合
は
大
会
を
中
止
し
ま

す
。　

申
込
期
限
＝
11
月
15
日

（
木
）　

他
代
表
者
会
議
お
よ
び

抽
選
会
を
11
月
21
日
（
水
）
午
後

7
時
30
分
か
ら
水
原
総
合
体
育
館

「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
」
で
行

い
ま
す
。　

問
水
原
総
合
体
育

館

50

あがのポイント
対象事業

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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く
ら
し
・
相
談

Life･ Consultation
税
を
考
え
る
週
間

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
く
ら
し

を
支
え
る
税
」
で
す
。

　

こ
の
週
間
の
一
環
と
し
て
、

新
発
田
税
務
署
管
内
の
中
学
・

高
校
生
が
応
募
し
た
税
に
関
す

る
作
文
の
中
か
ら
、
優
秀
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
税
に
関
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
も
配
布
し
ま

す
。

日
11
月
10
日
（
土
）
〜
16
日
（
金
）

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
＝
11
月
13

日
（
火
）
午
後
3
時
〜
4
時　

場
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
発
田
2
階

フ
ロ
ア
（
新
発
田
市
住
吉
町
5

‐
11
‐
5
）　

問
税
務
課
（
内
線

２
６
６
０
）

住
宅
密
集
地
に
お
け
る

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

糸
魚
川
市
大
規
模
火
災
を
教

訓
に
、
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
依
頼
自
治
会
以
外
の
皆

さ
ん
も
見
学
・
体
験
で
き
る
訓

練
も
あ
り
ま
す
。

日
11
月
18
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
11
時　

場
安
田
地
区
安
田
中

町
・
小
路
・
本
町
・
安
田
横
町
・

御
城
町
地
内　

※
訓
練
の
間
、

安
田
中
町
・
本
町
・
安
田
横
町

地
内
の
一
部
市
道
を
全
面
通
行

止
め
に
し
ま
す
。　

内
午
前
9

時
15
分
〜
通
報
訓
練
、
午
前
9

時
20
分
〜
初
期
消
火
訓
練
、
午

前
9
時
30
分
〜
消
防
隊
消
火
活

動
訓
練
、
午
前
9
時
50
分
〜
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
送
水

訓
練
、
午
前
9
時
〜
11
時
（
自

由
参
加
）
初
期
消
火
訓
練
・
濃

煙
体
験
・
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー　

参
加
依
頼
自
治
会
＝
安
田
中
町
・

小
路
・
本
町
・
安
田
横
町
・
御

城
町　

他
午
前
9
時
20
分
頃
、

安
田
地
区
の
一
部
の
防
災
行
政

無
線
か
ら
サ
イ
レ
ン
・
訓
練
放

送
が
流
れ
ま
す
。　

問
消
防
本

部 

防
災
課

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

日
11
月
5
日
（
月
）、12
日
（
月
）、

15
日
（
木
）、
19
日
（
月
）、
26

日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

日
11
月
2
日
（
金
）、9
日
（
金
）、

15
日（
木
）、16
日（
金
）、30
日（
金
）

問
市
立
図
書
館

大
日
原
演
習
場
訓
練
予
定

射
撃
訓
練
＝
11
月
1
日
（
木
）、

2
日
（
金
）、
5
日
（
月
）
〜
8

日（
木
）、13
日（
火
）〜
29
日（
木
）

午
前
8
時
〜
午
後
5
時　

空
砲

訓
練
＝
11
月
7
日
（
水
）、
8
日

（
木
）
午
前
8
時
〜
午
後
5
時　

航
空
機
訓
練
＝
11
月
18
日
（
日
）

〜
23
日
（
金
・
祝
）
午
前
8
時

〜
午
後
5
時

※ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、

許
可
が
必
要
で
す
。

問
新
発
田
駐
屯
地
☎
０
２
５
４

‐
22
‐
３
１
５
１

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容

は
電
話
で
確
認
で
き
ま
す

　

市
で
は
、
災
害
時
の
情
報
や

防
犯
情
報
、
有
害
鳥
獣
情
報
な

ど
を
防
災
行
政
無
線
を
使
っ
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　

放
送
内
容
は
安
全
安
心
メ
ー

ル
で
送
信
さ
れ
る
ほ
か
、
電
話

自
動
応
答
で
も
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
放
送
内
容
を
聞

き
取
れ
な
か
っ
た
場
合
や
、
も

う
一
度
確
認
し
た
い
場
合
は
電

話
自
動
応
答
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

電
話
自
動
応
答
＝
☎
０
２
５
０

‐
62
‐
８
１
５
０　

問
危
機

管
理
課 

危
機
管
理
係
（
内
線

２
２
３
２
）

電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。
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　市では、防犯や防災などに関する情報をスマート
フォンやパソコン等に電子メールでお知らせする
メール配信サービスを行っています。安全安心な暮
らしにつながる情報を手軽に確認することができま
すので、ぜひ登録してください。安全安心メールに
登録すると、防災行政無線の放送内容がメールで送
信されます。
内犯罪情報、交通安全情報、災害情報、国民保護情報、
感染症情報、大気汚染情報、クマ等の目撃情報など
登録方法＝① p-aganobohan@p.bmb.jp あてにメール
を送信してください（タイトルや本文は記入不要で
す）。②登録用のメールが届きます。③届いたメール
に記載された URL から、必要事項の入力画面に進み、
登録してください。④登録完了のメールが届いたら
登録完了です。
注意事項＝登録用のメールがしばらくたっても届か
ない場合は、入力したメールアドレスが間違ってい
るか、迷惑メール受信拒否等の設定をしている場合
があります。メールアドレスをもう一度確認する、
もしくは迷惑メール受信拒否等の設定を解除する
か、bohan@city.agano.niigata.jp からのメールを受
信できるように設定して、もう一度登録してくださ
い。
問危機管理課 危機管理係（内線 2232）

安全安心メールに登録しましょう

電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。

住
生
活
総
合
調
査
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　

12
月
１
日
（
土
）、
全
国
で
住

生
活
総
合
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
全
般

に
関
す
る
居
住
者
の
満
足
度
等

を
調
査
し
、
住
生
活
の
向
上
を

図
る
総
合
的
な
施
策
を
行
う
上

で
の
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
対
象
は
、
10
月
に
実
施

さ
れ
た
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

に
回
答
し
た
世
帯
の
中
か
ら
抽

出
さ
れ
た
世
帯
と
な
り
ま
す
。

　

11
月
下
旬
か
ら
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
に
よ
り
調
査
票
を
配
布
し
、

郵
送
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
回

収
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
建
設
課 

都
市
計
画
建
築
係

（
内
線
２
３
１
８
）

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
の
摂
取
を

控
え
ま
し
ょ
う

　

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
の
成
分
が
急

性
脳
症
発
症
の
原
因
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
摂
取
を
控
え
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
小
売
店
で
の
販

売
も
自
粛
し
て
く
だ
さ
い
。

問
新
発
田
地
域
振
興
局 

健
康
福

祉
環
境
部　

☎
０
２
５
４
‐
26

‐
９
１
６
５

（広 告）

住まいづくりは地盤から 
 

・地盤調査・改良工事スタッフ 

給与：月給 万～ 万円 年齢・経験不問
 

〒 阿賀野市緑町
代表 田中 実
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◎ 全国統一標語
「忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認」
◎ 阿賀野市防火標語

「火事見たら　動画撮るより　まず消火」
◎ 大切な命を守るために！
　住宅火災での逃げ遅れから尊い命を守るた
め、住宅用火災警報器の設置が義務付けられて
います。
　未設置の世帯は、早期の設置をお願いします。
設置済みの世帯は、正常に作動するか確認して
ください。住宅用火災警報器は古くなると電子
部品の劣化や電池切れなどで火災を感知しなく
なることがあります。定期的な確認をし、10
年を目安に交換しましょう。
◎ 火災の未然防止について
・・ 寝たばこやたばこの吸い殻の後始末をしっか
り行う

・・ たこ足配線やコンセント周囲にほこりが溜
まっていないか、コードを踏みつけていない
か確認する

・・ 暖房機器の取り扱いに注意する
・・ 建物の周囲に燃えやすい物を放置しない

　市消防本部のホームページに「防火
対策のポイント」が掲載されています
ので、ぜひご覧ください。
◎ 消火訓練について
　自治会や事業所に消火栓・消火器の使い方を
指導しています。希望する団体は消防署まで連
絡してください。
◎ 老朽化消火器の回収
日火災予防運動期間中　場市消防本部、かがや
き分署　引き取り料＝ 1500 円／本
◎ 期間中の行事予定
　あがのわくわく産業フェアに併せて防火ＰＲ
活動を行います。
日 11 月 4 日（日）午前 10 時～午後 3 時　場
サントピアワールド　内消防車両の展示、はし
ご車搭乗体験、防災機器の展示、消防グッズの
配布等
◎その他
　火災予防運動期間中、午前 7 時と午後 8 時
にサイレンを吹鳴します。
問消防本部

11 月 9日（金）～ 15日（木）
秋の火災予防運動



25 平成 30 年 11 月号 24平成 30 年 11 月号

く
ら
し
・
相
談

Life･ Consultation
懸
賞
で
当
た
っ
た
日
帰
り
バ
ス
旅
行
で

高
額
商
品
を
買
う
は
め
に

　

懸
賞
で
当
た
っ
た
バ
ス
旅
行

に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
途
中
で

立
ち
寄
っ
た
施
設
で
高
額
な
商

品
を
勧
め
ら
れ
購
入
し
た
と
い

う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

冷
静
に
な
り
、
本
当
に
必
要
な

も
の
か
を
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

必
要
が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
要
件
を
満

た
せ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
等
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
で
は
、
消
費
生
活
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個

室
相
談
室
が
あ
り
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
は
、
消
費
者
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.caa.go.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内

線
２
１
０
４
）、
新
潟
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５
‐

２
８
５
‐
４
１
９
６

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎ 

税
務
署
窓
口
で
の
相
談
は　

事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す

　

事
前
予
約
は
自
動
音
声
案
内
で

「
2
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
他
、
国
税
に
関
す
る
相
談
・
質

問
は
「
1
」
を
、
消
費
税
・
地
方

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関

す
る
相
談
・
質
問
は
「
3
」
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。　

※
国
税
に

関
す
る
質
問
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー
」
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎ 

消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
課

税
事
業
者
は
、
納
税
資
金
の

積
み
立
て
を
お
願
い
し
ま
す

　

消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
税

額
は
、
決
算
が
赤
字
に
な
っ
て

も
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

黒
字
で
あ
っ
て
も
、
急
き
ょ
資

金
繰
り
に
困
る
こ
と
が
な
い
と

も
限
り
ま
せ
ん
。

　

課
税
事
業
者
は
、
期
限
内
納

付
の
た
め
、
納
税
資
金
の
積
み

立
て
を
検
討
く
だ
さ
い
。

問
新
発
田
税
務
署　

☎
０
２
５
４

‐
22
‐
３
１
６
１

（広 告）

不用になりました トラクター・バイク・トラック・耕運機
（ディーゼル）・フォークリフト他 買い取りいたします

お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）

福地オート   阿賀野市野田1066番地

◎お電話はこちらへ ☎0250-68-4130

紹介キャンペーン実施中

前
後
前
後【買取例】【買取例】クボタトラクター L1-24クボタトラクター L1-24（4WD）（4WD）  2424万円万円

【買取例】【買取例】ヤンマートラクター FX265ヤンマートラクター FX265（4WD）（4WD）  1616万円万円
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平成 30 年分決算説明会を開催します

　新発田税務署では、青色申告会の協力を得て、営業所得または農業所得のある人を対象に平成
30 年分決算説明会を実施します。

対象 開催日 開催時間 会場
農業所得関係

（青色申告者）
12 月 5 日（水）

午前 10 時～正午
水原保健センター 2 階「研修室」

12 月 6 日（木） 新発田市生涯学習センター「講堂」
営業所得関係

（青色申告者）
12 月 5 日（水） 午後 1 時 30 分～

3 時 30 分
水原保健センター 2 階「研修室」

12 月 6 日（木） 新発田市生涯学習センター「講堂」
農業所得関係

（白色申告者） 12 月 7 日（金）
午前 10 時～正午 新発田市生涯学習センター「講堂」

（新発田市中央町 5‐8‐47）営業所得関係
（白色申告者）

午後1時～ 3時 30分

注意事項＝①開催時間までに直接会場に来てください。　②会場の駐車場は台数に限りがあるた
め、なるべく公共交通機関を利用してください。　③会場へ直接問い合わせないでください。
問新発田税務署 個人課税第一部門　☎ 0254‐22‐3162

新潟県交通災害共済新潟県交通災害共済
　交通災害共済に加入している人が、交通事故に
遭い、けがをした場合、7 日以上の入院通院で見舞金
が支払われます。
　見舞金の請求期間は、交通事故に遭った日から起算
して「1 年以内」です。
　事故に遭った場合は、早めの手続きをお願いします。

阿賀野市 総務課 庶務係

☎ 0250‐６２‐２５１０（内線 2271）

電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。
♥朝ごはん！　あなたの体の目覚まし時計
♥よくかんで　みんなで食べるとおいしいね食育メッセージ

夜
間
役
所

日
11
月
7
日
（
水
）、
21
日
（
水
）

午
後
5
時
15
分
〜
7
時　

場
市

役
所
1
階
市
民
生
活
課　

※
各

支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。　

内

戸
籍
、住
民
票
、印
鑑
登
録
・
証
明
、

通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
の

記
載
事
項
変
更
・
交
付
、
納
税
、

口
座
振
替
手
続
き
、
母
子
健
康
手

帳
の
交
付
等
。
パ
ス
ポ
ー
ト
は
交

付
の
み
で
す
。　

問
市
民
生
活
課 

市
民
係
（
内
線
２
１
０
１
）

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

日
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
（
第
2
・
第
4
水
曜
以
外
は

要
予
約
）　

※
相
談
日
以
外
で
も

随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。　

場
水

原
保
健
セ
ン
タ
ー　

申
・
問
健
康

推
進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

対
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相
談
し

た
い
人
と
そ
の
家
族　

日
11
月
20

日
（
火
）
午
後
1
時
30
分
〜
4

時
（
1
回
30
分
程
度
）　

場
新
発

田
地
域
振
興
局
2
階
「
予
診
室
」

（
新
発
田
市
豊
町
3
‐
3
‐
2
）　

申
・
問
新
発
田
地
域
振
興
局 

地

域
保
健
課　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐

９
１
３
３

高
齢
者
相
談
窓
口

◎
一
般
相
談

日
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

◎
専
門
相
談

日
11
月
5
日
（
月
）、12
日
（
月
）、

19
日
（
月
）、
26
日
（
月
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時　

内
法
律
相

談　
場
・
申
・
問
新
潟
県
高
齢
者

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市
中

央
区
上
所
2
‐
2
‐
2
新
潟
ユ
ニ

ゾ
ン
プ
ラ
ザ
3
階
）
☎
０
２
５
‐

２
８
５
‐
４
１
６
５

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎行政相談
　総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の仕事、
国が県や市町村に委ねている仕事について、市民から苦
情を聞き、「住民と行政との橋渡し」的存在として、問題
の解決に努めます。
日11月9日（金）午前10時～正午　場京ヶ瀬支所1階「相
談室」

◎弁護士による「法律相談」
日原則、毎月第1・3水曜午後1時 30分～ 4時 30分（1
人30分）　場市役所 1 階「相談室」
※ 電話予約が必要です。予約を取り消す場合も必ず連絡

をお願いします。

※ お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎050‐3383‐5420　午前9時～午後5時
②新潟県弁護士会   ☎025‐222‐5533　午前10時～午後4時
申・問市民生活課 相談係（内線 2104）

相談料は無料です。気軽に相談ください。
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 氏　名（届出順） 　　保護者名 　住　所

山崎みおん      寺　社

中山　紗
さ や

弥      北本町

　桐　茉
ま ほ

歩      上高関

佐藤　凛
り く

來      沖ノ館

渡邉　　陽
は る

      川　岡

清野　珠
じ ゅ な

那      安野町

見尾田稜
り ょ う じ

士      保　田

ちゃん

ちゃん

ちゃん

く  ん

く  ん

ちゃん

く  ん

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

　光　
すずか
大　地
彩　乃
友　裕
麻　衣
真　司
裕　子
和　貴
優　子
幸　裕
絵　美
　誠　
明希子

 　  氏　名     年　齢      死亡月日       住　所

井上　利信 　　 72 歳    9.28 小　境
齋藤　利男         89 歳    9.30 山口町 2
波多野トミ         81 歳    10.1 保　田
石井　文夫         87 歳    10.1 六野瀬
山﨑ウメ子         75 歳    10.1 緑　町
伊藤　孝一         68 歳    10.2 緑　町
前田マスイ         94 歳    10.3 小　島
桃井　玲子         55 歳    10.3 駒　林
杉山　英男         73 歳    10.3 下　里
岩村　泰一         80 歳    10.3 学校町
佐藤　幹雄         86 歳    10.4 七　島
大滝　光子         94 歳    10.5 保　田
関口　　順         89 歳    10.8 山口町 2
青木キヨイ         88 歳    10.9 箸木免
大瀧　玉惠         85 歳    10.9 若葉町
信田　ヨイ         93 歳  10.10 上江端
五十嵐事二         80 歳  10.10 新　座
米山　昭榮         90 歳  10.10 飯森杉
鈴木ミツイ         92 歳  10.12 中島町

（10 月 1日～ 15 日届出分）

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん
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長
寿
笑
顔
で
甚
句
を
踊
り

水
原
地
区
・
安
田
地
区
敬
老
会

　

9
月
15
日
に
水
原
総
合
体
育
館
で
、

29
日
に
安
田
体
育
館
で
、
敬
老
会
が
開

催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
約
４
０
０
人
と
約

３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

祝
典
で
は
、77
歳（
喜
寿
）・
88
歳（
米
寿
）

の
各
代
表
者
に
記
念
品
が
、
出
席
代
表
者

に
花
束
が
、
市
長
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

祝
宴
で
は
、
長
寿
を
祝
い
、
地
元
文

化
団
体
や
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
唄
や
踊

り
・
演
奏
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
た
ち
は
、
な
じ
み
の
あ
る
人
と

の
再
会
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、
各
地
区
の
甚

句
や
体
操
に
参
加
す
る
な
ど
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◎
水
原
地
区

○
77
歳
代
表
・
古
川
勇
二
さ
ん
（
堀
越
）

○
88
歳
代
表
・
金
子
ア
イ
子
さ
ん
（
外
城
町
）

○
出
席
者
代
表
・
原
ミ
ヨ
さ
ん
（
若
葉
町
）
93
歳

◎
安
田
地
区

○
77
歳
代
表
・
佐
藤
正
一
さ
ん
（
保
田
）

○
88
歳
代
表
・
長
尾
省
吾
さ
ん
（
保
田
）

○
出
席
者
代
表
・
関
口
ハ
ツ
さ
ん
（
保
田
）
99
歳

い
つ
か
私
も
ス
テ
ー
ジ
で

コ
ス
モ
ス
き
ょ
う
が
せ
ま
つ
り

　

10
月
6
日
、
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ
で
「
に
い
が
た
連
携

公
開
講
座
２
０
１
８
」
が
開
催
さ
れ
、

子
育
て
中
、
孫
育
て
中
の
人
な
ど
、
幅

広
い
年
代
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
新
潟
県
立
大
学
准
教
授
の
角

張
慶
子
氏
か
ら
は
、
子
育
て
を
一
人
で

抱
え
な
い
こ
と
や
、
大
人
や
親
が
子
ど

も
の
安
全
基
地
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

遠
藤
萌
子
さ
ん
（
寺
社
）
は
「
言
葉

を
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
の
心
理
が
勉
強

に
な
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

に
い
が
た
連
携
公
開
講
座
２
０
１
８

子
ど
も
に
寄
り
添
う
大
切
さ

ＷＡＬＫ＆ＥＡＴ五頭温泉郷

　

9
月
24
日
、「
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
＆
Ｅ
Ａ

Ｔ
五
頭
温
泉
郷
」
が
開
催
さ
れ
、
旦

飯
野
神
社
か
ら
う
ら
ら
の
森
ま
で

の
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
に
約
１
７
０
人
が
参
加
。

各
中
継
ポ
イ
ン
ト
に
あ
る
地
元
産

に
こ
だ
わ
っ
た
手
料
理
を
堪
能
し
な

が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
の
う
ら
ら
の
森
で

は
、
グ
ル
メ
ス
ト
リ
ー
ト
や
ニ
ジ
マ

ス
の
つ
か
み
取
り
な
ど
趣
向
を
凝

ら
し
た
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

約
１
４
０
０
人
の
来
場
者
は
秋
の
一

日
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

自然と温泉とグルメを堪能 戦
国
時
代
に
思
い
を
馳
せ
て

あ
が
の
市
民
交
流
ま
つ
り

　

戦
国
時
代
に
上
杉
家
を
支
え
た
郷
土

の
武
将
・
揚
北
衆
の
功
績
を
た
た
え
、
市

民
共
通
の
ま
つ
り
と
し
て
「
第
4
回
あ
が

の
市
民
交
流
ま
つ
り
」が
9
月
23
日
、京
ヶ

瀬
小
・
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
供
甲
冑
隊
・
結
姫
隊
ら
が
行
進
す

る
戦
国
絵
巻
も
の
が
た
り
や
、
大
迫
力

の
銃
声
が
鳴
り
響
く
上
杉
砲
術
隊
に
よ

る
火
縄
筒
発
砲
演
武
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

来
場
者
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（公財）新潟県女性財団地域セミナー

　
「（
公
財
）
新
潟
県
女
性
財
団
地
域

セ
ミ
ナ
ー
」
が
10
月
13
日
、
水
原
保

健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
新
潟
県
助
産

師
協
会
会
長
の
佐
山
光
子
氏
を
講
師

に
招
き
、「
働
く
男
女
の
カ
ラ
ダ
講

座
〜
企
業
と
地
域
・
家
庭
を
『
元
気
』

に
す
る
た
め
に
〜
」
と
題
し
、
男
女

の
体
や
助
産
師
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
に

つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
女
性
が
多
い
職

場
な
の
で
参
考
に
な
っ
た
。
出
産
・

育
児
を
経
た
女
性
の
職
場
復
帰
の
重

要
性
が
、
社
会
に
広
ま
れ
ば
い
い
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

違いを理解し良好な職場環境を 負
け
て
も
笑
顔 

勝
っ
て
も
笑
顔

駒
林
五
郎
巻
地
区
・
駒
林
特
別

支
援
学
校
大
運
動
会

　

10
月
14
日
、
駒
林
特
別
支
援
学
校
体
育

館
で
「
駒
林
五
郎
巻
地
区
・
駒
林
特
別
支

援
学
校
大
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

駒
林
小
学
校
閉
校
後
の
地
域
を
衰
退
さ
せ

な
い
と
の
思
い
で
始
め
た
こ
の
運
動
会
も

今
年
で
10
回
目
。
地
域
住
民
、
特
別
支
援

学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
と
保
護
者
が
参

加
し
、
玉
入
れ
や
パ
ン
食
い
競
争
、
大
縄

跳
び
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

10
月
7
日
、「
第
23
回
コ
ス
モ
ス
き
ょ

う
が
せ
ま
つ
り
」
が
市
立
図
書
館
前
広

場
で
行
わ
れ
、
約
４
千
人
が
来
場
。

　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
餅
つ
き
大
会
な
ど

が
行
わ
れ
、
新
潟
プ
ロ
レ
ス
に
よ
る
コ

ス
モ
ス
マ
ッ
チ
で
は
、
初
め
て
女
性
レ

ス
ラ
ー
が
出
場
。
迫
力
あ
る
２
試
合
が

行
わ
れ
、
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

最
後
は
参
加
者
が
輪
に
な
っ
て
京
ヶ

瀬
甚
句
を
踊
り
、「
だ
ん
ご
ま
き
」を
行
っ

て
、
ま
つ
り
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

両地区とも心のこもった演出で、
出席者の長寿を祝いました。

【上】中学生や
自治会・ボラン
ティアがおもて
なし（安田地区）

【下】甚句で踊
りの輪へ（水原
地区）
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シ
リ
ー
ズ

　

明
治
時
代
の
阿
賀
野
市

越
後
府
庁
舎
の
造
営

　

先
月
号
ま
で
は
、
北
越
戊
辰
戦

争
後
、
戦
災
の
あ
っ
た
地
域
で
起

こ
っ
た
こ
と
や
、
新
政
府
の
統
治

と
越
後
府
が
水
原
に
置
か
れ
る

ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
水
原
が
越
後

の
政
治
の
拠
点
と
な
り
、
新
庁

舎
が
造
営
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

■ 

第
二
次
越
後
府
の
開
設

　

明
治
2
（
１
８
６
９
）
年
2
月

8
日
、
水
原
に
明
治
政
府
の
地
方

直
轄
拠
点
と
し
て
、
第
二
次
越
後

府
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
頃
か
ら
新
し
く
任
命
さ

れ
た
前
原
一
誠
（
判
事
）
ら
の
役

人
が
水
原
に
到
着
。
水
原
は
既
に

新
政
府
に
よ
り
民
政
局
が
置
か
れ
、

戦
後
処
理
な
ど
の
執
務
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
越
後
府
が
置
か
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
新
庁
舎
が
造
営

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■ 

新
庁
舎
の
造
営

　

明
治
2
（
１
８
６
９
）
年
4
月

3
日
、
水
原
の
豪
農
・
市
島
徳
次

郎
（
7
代
宗そ

う

輔す
け

）
は
、「（
略
）
私

有
地
の
築つ

き
じ地

で
結
構
な
ら
ば
、
献

上
致
し
ま
す
」
と
、
越
後
府
造
営

地
と
し
て
、
自
分
の
所
有
地
で
あ

る
別
邸
敷
地
の
献
上
を
新
政
府
に

願
い
出
て
、
そ
れ
が
承
諾
さ
れ
、

新
庁
舎
の
造
営
地
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
築
地
」
が
現
在
の
天
朝
山

公
園
で
す
。

　

新
庁
舎
の
造
営
を
担
当
す
る
営え

い

繕ぜ
ん

方
の
責
任
者
を
斎
藤
忠
三
郎
、

棟
梁
を
中
島
村
の
五
十
嵐
徳
次
郎

に
任
命
し
ま
し
た
。

　

造
営
地
と
担
当
者
の
決
定
後
、

4
月
19
日
に
庁
舎
建
造
の
た
め
の

人
員
提
供
の
命
令
が
出
さ
れ
、
着

工
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
9

月
11
日
に
上
棟
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

着
工
か
ら
上
棟
ま
で
が
約
5
か

月
間
と
い
う
短
い
期
間
で
の
工
事

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■ 

市
島
別
邸
築
造
か
ら
越
後
府
庁

舎
造
営
ま
で

　

慶
応
4
（
１
８
６
８
）
年
ま
で
、

新
庁
舎
の
造
営
地
に
は
市
島
家
の

別
邸
が
築
造
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
か
ら
約
１
８
５
年
前
、
全
国
的

な
自
然
災
害
や
凶
作
で
飢
饉
（
天

保
の
大
飢
饉
・
１
８
３
３
〜
39
）

が
発
生
し
、
天
保
7
（
１
８
３
６
）

年
に
市
島
徳
次
郎
（
6
代
光み

つ

廣ひ
ろ

）

が
難
民
救
済
の
た
め
、
事
業
を
始

め
ま
し
た
。
5
人
1
組
で
土
1
升

（
6
尺
立
方
）
を
自
邸
裏
の
沼
地
に

運
び
埋
め
立
て
作
業
に
当
た
っ
た

人
に
対
し
、
給
金
と
米
5
合
を
報

酬
と
し
て
与
え
、
5
年
の
歳
月
を

か
け
て
築
地
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
築
地
は
人
が
造
っ
た
山
を
意

味
す
る
「
地じ

ぎ
ょ
う形

山や
ま

」
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天
保
13

（
１
８
４
２
）
年
ま
で
に
は
、
別
邸

「
継け

い

志し

園え
ん

」
が
築
造
さ
れ
ま
し
た
。

　

慶
応
4
（
１
８
６
８
）
年
に
北

越
戊
辰
戦
争
が
始
ま
る
と
、
一
時

的
に
会
津
軍
の
本
営
が
置
か
れ
ま

し
た
が
、
同
年
7
月
27
日
に
新
政

府
軍
が
水
原
の
会
津
軍
本
営
に
攻

め
込
み
、会
津
軍
は
敗
走
。
そ
の
際
、

継
志
園
は
戦
火
に
遭
い
、
茶
室
を

残
し
焼
失
し
ま
し
た
。

　
「
天
朝
山
」
の
名
称
の
由
来
は
、

明
治
政
府
の
布
告
に
よ
り
、
政
府

の
出
先
機
関
で
あ
る
越
後
府
の
所

在
地
を
「
天
朝
山
」
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
た
め
で
あ
り
、
越
後
府

造
営
後
の
頃
か
ら
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

《
参
考
資
料
》
新
潟
県
史
・
水
原

町
編
年
史
・
水
原
郷
土
誌
料
・

水
原
人
物
風
土
記 

他

越後府庁舎平面図越後府庁舎平面図

越後府矢倉越後府矢倉

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し

　

先
月
19
日
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

日
本
リ
ー
グ
（
Ｗ
リ
ー
グ
）
が
開
幕
し

ま
し
た
。
水
原
総
合
体
育
館
を
ホ
ー
ム

に
日
々
練
習
を
積
ん
で
い
る
新
潟
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
ラ
ビ
ッ
ツ
も
20
、
21
日
の

両
日
、
同
体
育
館
で
今
シ
ー
ズ
ン
最
初
の

試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
両
日
と
も
ラ
ビ
ッ

ツ
の
選
手
た
ち
を
応
援
し
よ
う
と

多
く
の
市
民
が
駈
け
つ
け
、
初
戦

の
会
場
に
市
の
体
育
館
を
選
ん

で
も
ら
っ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

Ｗ
リ
ー
グ
は
Ｊ
Ｘ
‐
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
な
ど
9
つ
の
実
業
団
チ
ー
ム

と
ラ
ビ
ッ
ツ
な
ど
3
つ
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
が
対
戦
す
る
も
の
で
、
日

本
を
代
表
す
る
ト
ッ
プ
選
手
も

多
く
、
大
変
見
応
え
の
あ
る
試
合

で
し
た
。

　

ラ
ビ
ッ
ツ
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
た
め
普
段

は
仕
事
を
持
ち
、
夕
方
か
ら
集
ま
っ
て
練

習
し
て
お
り
、
実
業
団
チ
ー
ム
と
は
比
べ
物

に
な
ら
な
い
ほ
ど
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す

が
、
根
っ
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
好
き
で
、

い
ず
れ
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
ひ
の
き
舞

台
で
活
躍
し
た
い
と
い
う
夢
と
希
望
を
持

ち
頑
張
っ
て
い
る
選
手
ば
か
り
で
す
。

　

少
し
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、「
ハ
ル

ウ
ラ
ラ
」
と
い
う
名
を
聞
い
た
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
負
け
て
も
負
け
て
も
戦

い
続
け
た
高
知
競
馬
の
元
競
走
馬
で
、
連

戦
連
敗
が
あ
ま
り
に
続
い
た
た
め
か
え
っ

て
人
気
を
呼
び
、
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し

ま
し
た
。
映
画
や
本
に
も
な
り
、
グ
ッ
ズ

の
販
売
、
有
名
騎
手
の
騎
乗
な
ど
ニ
ュ
ー

ス
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
今
で
も
多
く
の

フ
ァ
ン
が
お
り
ま
す
。

　

競
走
馬
を
例
に
挙
げ
て
ラ
ビ
ッ

ツ
を
語
る
の
は
少
し
失
礼
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ラ
ビ
ッ
ツ
も
現
在

負
け
続
け
て
い
ま
す
。
全
力
で
戦

い
続
け
て
い
る
選
手
に
は
何
と
し

て
も
勝
っ
て
も
ら
い
た
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
多
く
の
市
民
の
支
援
・
声
援

が
必
要
で
あ
り
、
地
元
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
と
思
っ
て
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。

　

メ
イ
セ
イ
オ
ペ
ラ
や
ハ
イ
セ
イ
コ
ー
の

よ
う
に
地
方
競
馬
の
馬
も
中
央
競
馬
の
Ｇ

１
を
制
し
大
活
躍
し
ま
し
た
。
阿
賀
野
市

民
が
育
て
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
ラ
ビ
ッ
ツ
が

実
業
団
チ
ー
ム
を
次
々
に
負
か
し
Ｗ
リ
ー

グ
を
制
覇
す
る
、
そ
ん
な
日
が
来
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。田 

中 

清 

善

京
ヶ
瀬
地
区
文
化
祭
の

展
示
会
場
で
あ
る
京
和

荘
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

の
照
明
を
改
善
し
て
も
ら
い
た
い
。

京
和
荘
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

は
、
美
術
品
な
ど
を
展
示

す
る
照
明
設
備
が
整
っ
て

お
ら
ず
、
文
化
祭
の
展
示
会
の
際
に

は
、
展
示
パ
ネ
ル
に
壁
掛
け
照
明
を

設
置
し
、
明
る
さ
を
補
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
を
踏
ま
え
、
今
秋
の
文
化

祭
で
は
、
暖
色
の
従
来
型
電
球
を
白
色

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
変
更
し
、
明
る
い
展

示
場
所
を
確
保
し
て
、
皆
さ
ま
が
楽
し

め
る
展
示
会
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

■
市
長
へ
の
た
よ
り
を
送
る
に
は

◎
は
が
き
で
送
る
場
合

　

次
の
施
設
に
専
用
は
が
き
（
切
手

不
要
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
安
田
地
区
… 

安
田
公
民
館
、
吉
田

東
伍
記
念
博
物
館
、
宝
珠
温
泉
保
養

セ
ン
タ
ー
あ
か
ま
つ
荘

○
京
ヶ
瀬
地
区
…
京
ヶ
瀬
支
所
、
市

立
図
書
館
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京

和
荘

○
水
原
地
区
…
市
役
所
、
水
原
公
民

館
、
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室
、
水

原
総
合
体
育
館
、
福
祉
会
館
、
水
原

保
健
セ
ン
タ
ー
、
リ
ズ
ム
・
ハ
ウ
ス

瓢
湖

○
笹
神
地
区
…
笹
神
支
所
、
ふ
れ
あ

い
会
館
、
笹
神
体
育
館
、
五
頭
山
麓

う
ら
ら
の
森 

◎
電
子
メ
ー
ル
で
送
る
場
合

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
長
の
部

屋
」
の
ペ
ー
ジ
に
入
力
フ
ォ
ー
ム
が

あ
り
ま
す
。

■ 

送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

　

市
長
政
策
・
市
民
協
働
課 

秘
書

広
報
広
聴
係
（
内
線
２
２
１
２
）

い
た
だ
い
た
意
見
は
市
長
が
必
ず
目
を
通
し
ま
す

「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ＱＡ

京ヶ瀬地区文化祭の展示会場
（京和荘「多目的ホール」）
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● 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ば
か
り

で
ま
だ
見
慣
れ
ま
せ
ん
が
、

前
よ
り
見
や
す
く
な
っ
た
気

が
し
ま
す
。　
（
50
代
・
女
性
）

☆ 

よ
り
見
や
す
い
広
報
紙
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
！
今
回
の
特

集
で
は
マ
ン
ガ
風
レ
イ
ア
ウ
ト

に
初
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

成
長
期
に
し
っ
か
り
と
栄
養

を
摂
る
こ
と
は
大
切
な
の
で
、

給
食
の
役
割
は
大
き
い
で
す

ね
。
衛
生
面
は
も
ち
ろ
ん
、

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
個
別
対

応
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
（
40
代
・
男
性
）

 
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 
給
食
セ
ン
タ
ー
す
ご
い
で
す

ね
！　

子
ど
も
た
ち
に
お
い

し
い
給
食
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
70
代
・
女
性
）

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

私
が
子
ど
も
の
頃
は
給
食
の

時
間
が
毎
日
楽
し
み
で
し
た
。

い
ま
は
と
て
も
い
い
施
設
が

で
き
ま
し
た
ね
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
60
代
・
女
性
）

☆ 

給
食
の
時
間
の
楽
し
さ
は
、
い

つ
の
時
代
も
変
わ
り
ま
せ
ん
ね
。

一
斉
に「
い
た
だ
き
ま
す
」と
言
っ

た
の
が
懐
か
し
い
で
す
。

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

給
食
セ
ン
タ
ー
の
特
集
は
、

見
ご
た
え
が
あ
り
面
白
か
っ

た
で
す
。　
　
（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
通
信
を
い
つ
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
た

ま
に
ご
ず
っ
ち
ょ
大
特
集
を

し
て
ほ
し
い
で
す
！

　
　
　
　
　
　
　
（
20
代
・
女
性
）

☆ 

ご
ず
っ
ち
ょ
通
信
で
伝
え
切
れ

な
い
情
報
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

お
知
ら
せ
版
は
、
イ
ベ
ン
ト

の
情
報
が
細
か
く
載
っ
て
い

て
分
か
り
や
す
い
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
（
40
代
・
女
性
）

ま
し
た
。
こ
れ
は
会
に
と
っ
て
も
、

会
員
に
と
っ
て
も
大
き
な
財
産
で

す
。

　

今
後
は
、
水
原
地
区
以
外
へ
も

活
動
の
輪
が
広
が
り
、
市
全
体
が

花
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
、
多
く
の

人
が
目
と
心
で
楽
し
め
る
街
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

花
好
き
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
「
阿

賀
野
市
フ
ラ
ワ
ー
愛
好
会
」
で
一

緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
病
院
、
福
祉
施
設

な
ど
に
寄
せ
植
え
プ
ラ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
特
に
市
民
病
院

や
福
祉
施
設
を
利
用
し

て
い
る
皆
さ
ん
が
、
花

と
親
し
み
、
少
し
で
も

心
が
安
ら
ぐ
よ
う
に
と
、

会
員
一
同
が
心
を
込
め
て
手
入
れ

を
し
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
元
気
で
き
れ
い
な
花

が
咲
く
よ
う
に
、
植
物
の
栽
培

方
法
や
飾
り
方
な
ど
に
つ
い
て
学

び
、
栽
培
技
術
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
専
門
家
を
招
き
研
修
会
や
講

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
外
の
植
物
園
や
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
な
ど
へ
の
視
察
も
行
っ
て

お
り
、
今
後
の
活
動
に
役
立
て
る

と
と
も
に
会
員
同
士
の
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
群
馬

県
中
之
条
町
に
あ
る
町
営
の
花
の

庭
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

◎
活
動
し
て
い
て
思
う
こ
と

　

瓢
湖
で
除
草
作
業
や
花
の
管

理
を
し
て
い
る
と
、
観
光
客
か
ら

「
き
れ
い
で
す
ね
」「
大
変
で
す
ね
」

と
声
を
掛
け
て
も
ら
う
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
世
代
や
性
別
に

関
係
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関

わ
る
こ
と
が
で
き
、
友
達
も
増
え

　

今
月
は
、
花
を
通
じ
た
街
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
阿
賀

野
市
フ
ラ
ワ
ー
愛
好
会
」
を
紹
介

し
ま
す
。

◎
活
動
の
き
っ
か
け

　
「
街
中
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し

よ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け
で
平
成

８
年
に
発
足
。
水
原
本
町
商
店

街
か
ら
代
官
所
通
り
ま
で
の
歩
道

に
、
寄
せ
植
え
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設

置
し
た
の
が
最
初
の
活
動
で
す
。

　

発
足
後
し
ば
ら
く
は
、
活
動
費

や
事
務
局
の
運
営
な
ど
を
行
政
に

支
援
し
て
も
ら
い
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
16

年
の
阿
賀
野
市
誕
生
を
機
に
、
行

政
に
頼
ら
な
い
自
立
し
た
活
動
に

移
行
。
地
元
の
皆
さ
ん
の
理
解
と

協
力
の
下
、
会
員
が
一
致
団
結
し

て
活
動
を
続
け
、
現
在
の
会
員
数

は
50
人
を
超
え
ま
し
た
。

◎
主
な
活
動
内
容

　

水
原
本
町
商
店
街
や
あ
が
の

■ 

問
い
合
わ
せ

　

市
長
政
策
・
市
民
協
働
課  

市

民
協
働
係
（
内
線
２
２
１
４
）

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

阿
賀
野
市
フ
ラ
ワ
ー

阿
賀
野
市
フ
ラ
ワ
ー      

               
               

愛
好
会

愛
好
会

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

伊
藤　

千
榮
子

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

伊
藤　

千
榮
子  

広
が
れ
！

広
が
れ
！  

活
動
の
輪

活
動
の
輪

広
が
れ
！

広
が
れ
！  

活
動
の
輪

活
動
の
輪

　

き
れ
い
な
花
を
見
る
と
、
幸

せ
な
気
分
に
な
れ
る
っ
ち
ょ
。

　

花
一
本
一
本
に
込
め
ら
れ
た

想
い
が
、
多
く
の
人

に
届
い
て
い
る
ね
。

群馬県中之条町への視察研修群馬県中之条町への視察研修
（平成 30 年 7 月）（平成 30 年 7 月）

★10月もイベントに参加してきたっちょ！
　10 月 13 日・14 日は、「越後プロパンガス展

2018」、14 日は「JA 葬祭 5 周年祭」、20 日・

21 日は「女子バスケットボールWリーグ公式

戦」、27 日は「にいつハロウィン仮装まつり」、

28 日は「はたらき ing フェア in あがの」に参

加したっちょ！会いに来てくれたみんな、あり

がちょ！

★

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や
近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信№77№77
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで
も見れるっちょ。
【問い合わせ】
市長政策・市民協働課 市民協働係　☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

★ 今月のイベント参加予定だっちょ！
　11 月 3 日・4日は、「トキっ子くらぶイベン

ト」、4日は「ソフトバレー大会ごずっちょオー

プン」に参加する予定だよ。

　24 日・25 日は日本最大級のゆるキャライベ

ント、「世界キャラクターさみっと」に参加す

るよ ! 阿賀野市の PRを頑張ってくるっちょ！

★ ゆるキャラグランプリの投票が　
あと少しっちょ。

　 投票期間は、11 月 9日午後 6時まで。

　期間終了まで毎日投票をお願いするっちょ。

をを
読み読みつくせ！つくせ！

紙面紙面

さあ、「広報あがの」をすみずみまで読みつくそう！　○に当てはまる数字・文字を答えてください。

問題 1：フルティカの糖
度は「○度～○度」

☆応募の方法など☆

　①クイズの答え②広報紙や市政への意見など③
住所④氏名⑤年齢⑥電話番号を記入し、はがきや
電子メール、ＦＡＸで 11月 16日（金）必着で応
募してください。
送付先：〒959-2092　阿賀野市役所　広報あがの行
電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp
ＦＡＸ：62-0281
※ 正解者の中から抽選で 10 人にごずっちょグッ
ズをプレゼントします。発表は、　賞品の発送
をもって代えさせていただきます。

★今月のプレゼント★ト★ト★今月のプレゼントト今月 ンゼの ゼ トン ★★★ト★ト★ン今月のプレゼント★

ごずっちょシール＆ごずっちょシール＆

携帯クリーナー携帯クリーナー

問題 2：うららの森園芸
ハウスで行っている栽培
方法は「○○型○○栽培」

問題 3：市の最上位計画
は「阿賀野市○○計画」

越後プロパンガス展 2018越後プロパンガス展 2018 JA 葬祭 5周年祭JA葬祭 5周年祭
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作 . 齋藤 紀子

　「ゆうしくん」は 3にんのおにいちゃんたちと とーっても なか
よし！ こえがきこえると すぐさがしにいって いっしょにあそぶ
んだ。 やさしくて かっこいい おにいちゃんたちだよ！
　おにいちゃんたちは、 こどもえんにいってるんだって。 ぼくも
いっしょにいきたいな～。

【人の動き】 人口 42,690 人（－ 33） 男 20,662 人（－ 17） 女 22,028 人（－ 16） 世帯数 14,406（1)
平成 30年 10月 1日現在（　）は前月比　・出生 15人・死亡 55人・転入 45人・転出 38人

能　山 優
ゆ う

士
し

くん（10 か月）／緑岡（パパ将一さん・ママ絵梨さん）

　ぼくの名前は「茶太郎」。
1歳のネコだよ。おばあちゃ
んネコのリリーちゃんと一緒
に暮らしているよ。

　好きな食べ物はちゅ～る！いつ
もリリーちゃんと取り合いになっ
ちゃうくらい大好きなんだ。
　ご主人にまた太ったねって言わ
れちゃったけど、気にしないにゃ～。

長谷川恵美さん（天神堂）宅の「茶太郎」くんと「リリー」ちゃん

【材料】（6人分）
玉ねぎ……………………………1/2個
バター………………………………8g
小麦粉…………………………大さじ 2
コーンクリーム缶……………450g
牛 乳 …………………………450ml
コンソメ……………………………1個
塩…………………………………少々
パセリ……………………………適量

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪

【作り方】
①玉ねぎをみじん切りにする。
②鍋に弱火～中火でバターを溶かし、玉ね
　ぎを炒める。透明になってきたら、小麦
　粉を加えてさっくり炒めながら混ぜる。
③コーンクリーム缶と牛乳、コンソメ、塩
　を②に入れて、沸騰直前まで中火で底が
　焦げつかないようにかき混ぜる。
④器に盛り、みじん切りにしたパセリをちらす。

クックパッド　阿賀野市 検索

寒い日にぴったり！コーンと牛乳のクリーミーなスープです。

コーンスープ （134 ｋｃａｌ　塩分 1.2 ｇ )
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